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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスネットワークにおいて動的アップリンクおよびダウンリンク送信時間間隔（
ＴＴＩ）切替えを使用して通信するための方法であって、
　ダウンリンク通信のために専用化されるフレーム構造中の１つまたは複数のダウンリン
クＴＴＩと、アップリンク通信のために専用化される前記フレーム構造中の１つまたは複
数のアップリンクＴＴＩとを示す設定を受信することと、
　前記フレーム構造中の設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信のために設定されることから
アップリンク通信のために設定されることに切り替えることの通知をネットワークエンテ
ィティから受信することと、ここにおいて、前記設定可能ＴＴＩが、フレーム内でダウン
リンク通信のために設定されることとアップリンク通信のために設定されることとの間の
設定可能ＴＴＩの動的切替えを可能にする、前記１つまたは複数のダウンリンクＴＴＩま
たは前記１つまたは複数のアップリンクＴＴＩを含まない、前記フレーム構造中の複数の
ＴＴＩのうちの１つである、
　前記通知に少なくとも部分的に基づいて、前記設定可能ＴＴＩの間にアップリンク通信
を前記ネットワークエンティティに送信することと
　を備え、ここにおいて、前記通知を受信することは、
　　前の設定可能ＴＴＩ中に１つまたは複数の基準信号を検出することに少なくとも部分
的に基づいて、前記前の設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定される、と決定
することと、
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　　前記設定可能ＴＴＩが前記１つまたは複数の基準信号を含まないことを検出すること
に少なくとも部分的に基づいて、前記設定可能ＴＴＩがアップリンク通信のために設定さ
れる、と決定することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　送信することは、前記設定可能ＴＴＩ中に制御データを前記ネットワークエンティティ
に送信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記制御データが、１つまたは複数の肯定応答または否定応答インジケータ、チャネル
状態情報報告、またはスケジューリング要求を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記通知に少なくとも部分的に基づいて、アップリンクバーストにおけるアップリンク
通信のために設定された１つまたは複数の後続の設定可能ＴＴＩの間に、アップリンク通
信を前記ネットワークエンティティに送信することをさらに備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記通知を受信することが、後続の設定可能ＴＴＩをダウンリンクバーストのためのダ
ウンリンク通信のために設定されることに切り替える前に前記アップリンクバーストの長
さを示すアップリンクリソース許可を受信することをさらに含む、請求項４に記載の方法
。
【請求項６】
　前記通知を受信することが、ダウンリンク通信のために設定された前のＴＴＩ中のビッ
トを受信することをさらに含み、ここにおいて、前記ビットは、前記設定可能ＴＴＩがア
ップリンク通信のために設定されるべきであること、および／または前記設定可能ＴＴＩ
を含む複数の後続の設定可能ＴＴＩがアップリンクデータバーストのためのアップリンク
通信のために設定されることを示す、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記通知に少なくとも部分的に基づいて、次のダウンリンクバーストのためのダウンリ
ンク通信のために切り替えられるべき次の設定可能ＴＴＩを決定することと、
　前記次の設定可能ＴＴＩ中に前記ネットワークエンティティから制御データを受信する
ことと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記設定可能ＴＴＩに関係するアップリンクデータバーストのバースト長に少なくとも
部分的に基づいて、次のダウンリンクバーストのためのダウンリンク通信のために切り替
えられるべき次の設定可能ＴＴＩを決定することをさらに備え、ここにおいて、前記バー
スト長が、前記設定可能ＴＴＩに関係するアップリンクリソース許可において指定される
、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記アップリンク通信がそれにわたって送信される前記設定可能ＴＴＩに続く１つまた
は複数の設定可能ＴＴＩ中に前記ネットワークエンティティからの信号を監視することと
、
　前記設定可能ＴＴＩに続く前記１つまたは複数の設定可能ＴＴＩ中にダウンリンク基準
信号を検出すること、または前記ダウンリンク基準信号を検出することに少なくとも部分
的に基づいてダウンリンク制御チャネルを復号することのうちの少なくとも１つに少なく
とも部分的に基づいて、ダウンリンク通信のために設定されることに戻る前記１つまたは
複数の設定可能ＴＴＩの切替えを決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　複数の設定可能ＴＴＩ中にアップリンク通信を送信することに続く、１つまたは複数の
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設定可能ＴＴＩ中に前記ネットワークエンティティからの信号を監視することと、
　前記複数の設定可能ＴＴＩ中にアップリンク通信を送信することに続く、前記設定可能
ＴＴＩ中にダウンリンク基準信号を検出することに少なくとも部分的に基づいて、ダウン
リンク通信のために設定されることに戻る前記１つまたは複数の設定可能ＴＴＩの切替え
を決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記設定可能ＴＴＩが前記１つまたは複数の基準信号を含まないことを検出することは
、
　前記前の設定可能ＴＴＩ中に前記１つまたは複数の基準信号から取得されたチャネル推
定値を使用して、前記１つまたは複数の基準信号のパイロットシーケンスを検出すること
と、
　前記１つまたは複数の基準信号の前記パイロットシーケンスが前記設定可能ＴＴＩ中に
存在しないと決定することと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記前の設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定されると決定することは、前
記前の設定可能ＴＴＩ中に受信された１つまたは複数の信号から物理レイヤチャネルを復
号することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレスネットワークにおいて動的アップリンクおよびダウンリンク送信時間間隔（
ＴＴＩ）切替えを使用して通信するためのユーザ機器であって、
　トランシーバと、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて信号を通信するためにバスを介して前記トランシ
ーバに通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記バスを介して前記少なくとも１つのプロセッサおよび／または前記トランシーバに
通信可能に結合されたメモリと
　を備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、
　　ダウンリンク通信のために専用化されるフレーム構造中の１つまたは複数のダウンリ
ンクＴＴＩと、アップリンク通信のために専用化される前記フレーム構造中の１つまたは
複数のアップリンクＴＴＩとを示す設定を受信することと、
　　前記トランシーバを介して、前記フレーム構造中の設定可能ＴＴＩをダウンリンク通
信のために設定されることからアップリンク通信のために設定されることに切り替えるこ
との通知をネットワークエンティティから受信することと、ここにおいて、前記設定可能
ＴＴＩが、フレーム内でダウンリンク通信のために設定されることとアップリンク通信の
ために設定されることとの間の設定可能ＴＴＩの動的切替えを可能にする、前記１つまた
は複数のダウンリンクＴＴＩまたは前記１つまたは複数のアップリンクＴＴＩを含まない
、前記フレーム構造中の複数のＴＴＩのうちの１つである、
　　前記トランシーバを介して、前記通知に少なくとも部分的に基づいて、前記設定可能
ＴＴＩの間にアップリンク通信を前記ネットワークエンティティに送信することと
　を行うように動作可能であり、ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサおよび
前記メモリは、少なくとも部分的に、
　　　前の設定可能ＴＴＩ中に１つまたは複数の基準信号を検出することに少なくとも部
分的に基づいて、前記前の設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定される、と決
定することと、
　　　前記設定可能ＴＴＩが前記１つまたは複数の基準信号を含まないことを検出するこ
とに少なくとも部分的に基づいて、前記設定可能ＴＴＩがアップリンク通信のために設定
される、と決定することと
　を行うことによって前記通知を受信するように動作可能である、ユーザ機器。
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【請求項１４】
　前記アップリンク通信が、前記設定可能ＴＴＩ中に前記ネットワークエンティティに送
信された制御データに対応する、請求項１３に記載のユーザ機器。
【請求項１５】
　前記制御データが、１つまたは複数の肯定応答または否定応答インジケータ、チャネル
状態情報報告、またはスケジューリング要求を含む、請求項１４に記載のユーザ機器。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリが、前記通知に少なくとも部分的に
基づいて、アップリンクバーストにおけるアップリンク通信のために設定された１つまた
は複数の後続の設定可能ＴＴＩの間に、アップリンク通信を前記ネットワークエンティテ
ィに送信するようにさらに動作可能である、請求項１３に記載のユーザ機器。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリが、少なくとも部分的に、後続の設
定可能ＴＴＩをダウンリンクバーストのためのダウンリンク通信のために設定されること
に切り替える前に前記アップリンクバーストの長さを示すアップリンクリソース許可を受
信することによって前記通知を受信するように構成される、請求項１６に記載のユーザ機
器。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリが、少なくとも部分的に、ダウンリ
ンク通信のために設定された前のＴＴＩ中のビットを受信することによって前記通知を受
信するように構成され、ここにおいて、前記ビットは、前記設定可能ＴＴＩがアップリン
ク通信のために設定されるべきであること、および／または前記設定可能ＴＴＩを含む複
数の後続の設定可能ＴＴＩがアップリンクデータバーストのためのアップリンク通信のた
めに設定されることを示す、請求項１３に記載のユーザ機器。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリが、
　前記通知に少なくとも部分的に基づいて、次のダウンリンクバーストのためのダウンリ
ンク通信のために切り替えられるべき次の設定可能ＴＴＩを決定することと、
　前記次の設定可能ＴＴＩ中に前記ネットワークエンティティから制御データを受信する
ことと
　を行うようにさらに動作可能である、請求項１３に記載のユーザ機器。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリが、前記設定可能ＴＴＩに関係する
アップリンクデータバーストのバースト長に少なくとも部分的に基づいて、次のダウンリ
ンクバーストのためのダウンリンク通信のために切り替えられるべき次の設定可能ＴＴＩ
を決定するようにさらに動作可能であり、ここにおいて、前記バースト長が、前記設定可
能ＴＴＩに関係するアップリンクリソース許可において指定される、請求項１３に記載の
ユーザ機器。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、
　前記アップリンク通信がそれにわたって送信される前記設定可能ＴＴＩに続く１つまた
は複数の設定可能ＴＴＩ中に前記ネットワークエンティティからの信号を監視することと
、
　前記設定可能ＴＴＩに続く前記１つまたは複数の設定可能ＴＴＩ中にダウンリンク基準
信号を検出すること、または前記ダウンリンク基準信号を検出することに少なくとも部分
的に基づいてダウンリンク制御チャネルを復号することのうちの少なくとも１つに少なく
とも部分的に基づいて、ダウンリンク通信のために設定されることに戻る前記１つまたは
複数の設定可能ＴＴＩの切替えを決定することと
　を行うようにさらに動作可能である、請求項１３に記載のユーザ機器。
【請求項２２】
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　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリが、
　複数の設定可能ＴＴＩ中にアップリンク通信を送信することに続く、１つまたは複数の
設定可能ＴＴＩ中に前記ネットワークエンティティからの信号を監視することと、
　前記複数の設定可能ＴＴＩ中にアップリンク通信を送信することに続く、前記設定可能
ＴＴＩ中にダウンリンク基準信号を検出することに少なくとも部分的に基づいて、ダウン
リンク通信のために設定されることに戻る前記１つまたは複数の設定可能ＴＴＩの切替え
を決定することと
　を行うようにさらに動作可能である、請求項１３に記載のユーザ機器。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、少なくとも部分的に、
　前記前の設定可能ＴＴＩ中に前記１つまたは複数の基準信号から取得されたチャネル推
定値を使用して、前記１つまたは複数の基準信号のパイロットシーケンスを検出すること
と、
　前記１つまたは複数の基準信号の前記パイロットシーケンスが前記設定可能ＴＴＩ中に
存在しないと決定することと
　によって、前記設定可能ＴＴＩが前記１つまたは複数の基準信号を含まないことを検出
するように動作可能である、請求項１３に記載のユーザ機器。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、少なくとも部分的に、前記前の
設定可能ＴＴＩ中に受信された１つまたは複数の信号から物理レイヤチャネルを復号する
ことによって、前記前の設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定されると決定す
るようにさらに動作可能である、請求項１３に記載のユーザ機器。
【請求項２５】
　ワイヤレスネットワークにおいて動的アップリンクおよびダウンリンク送信時間間隔（
ＴＴＩ）切替えを使用して通信するためのユーザ機器であって、
　ダウンリンク通信のために専用化されるフレーム構造中の１つまたは複数のダウンリン
クＴＴＩと、アップリンク通信のために専用化される前記フレーム構造中の１つまたは複
数のアップリンクＴＴＩとを示す設定を受信するための手段と、
　前記フレーム構造中の設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信のために設定されることから
アップリンク通信のために設定されることに切り替えることの通知をネットワークエンテ
ィティから受信するための手段と、ここにおいて、前記設定可能ＴＴＩが、フレーム内で
ダウンリンク通信のために設定されることとアップリンク通信のために設定されることと
の間の設定可能ＴＴＩの動的切替えを可能にする、前記１つまたは複数のダウンリンクＴ
ＴＩまたは前記１つまたは複数のアップリンクＴＴＩを含まない、前記フレーム構造中の
複数のＴＴＩのうちの１つである、
　前記通知に少なくとも部分的に基づいて、前記設定可能ＴＴＩの間にアップリンク通信
を前記ネットワークエンティティに送信するための手段と
　を備え、ここにおいて、前記通知を受信するための前記手段は、
　　前の設定可能ＴＴＩ中に１つまたは複数の基準信号を検出することに少なくとも部分
的に基づいて、前記前の設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定される、と決定
するための手段と、
　　前記設定可能ＴＴＩが前記１つまたは複数の基準信号を含まないことを検出すること
に少なくとも部分的に基づいて、前記設定可能ＴＴＩがアップリンク通信のために設定さ
れる、と決定するための手段と
　を備える、ユーザ機器。
【請求項２６】
　送信するための前記手段が、前記設定可能ＴＴＩ中に前記アップリンク通信を制御デー
タとして前記ネットワークエンティティに送信する、請求項２５に記載のユーザ機器。
【請求項２７】
　前記設定可能ＴＴＩがアップリンク通信のために設定されると決定するための前記手段
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は、前記設定可能ＴＴＩが、少なくとも部分的に、
　前記前の設定可能ＴＴＩ中に前記１つまたは複数の基準信号から取得されたチャネル推
定値を使用して、前記１つまたは複数の基準信号のパイロットシーケンスを検出すること
と、
　前記１つまたは複数の基準信号の前記パイロットシーケンスが前記設定可能ＴＴＩ中に
存在しないと決定することと
　を行うことによって前記１つまたは複数の基準信号を含まないことを検出する、請求項
２５に記載の装置。
【請求項２８】
　ワイヤレスネットワークにおいて動的アップリンクおよびダウンリンク送信時間間隔（
ＴＴＩ）切替えを使用して通信するためのコンピュータ実行可能コードを備える、非一時
的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記コードは、
　ダウンリンク通信のために専用化されるフレーム構造中の１つまたは複数のダウンリン
クＴＴＩと、アップリンク通信のために専用化される前記フレーム構造中の１つまたは複
数のアップリンクＴＴＩとを示す設定を受信するためのコードと、
　前記フレーム構造中の設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信のために設定されることから
アップリンク通信のために設定されることに切り替えることの通知をネットワークエンテ
ィティから受信するためのコードと、ここにおいて、前記設定可能ＴＴＩが、フレーム内
でダウンリンク通信のために設定されることとアップリンク通信のために設定されること
との間の設定可能ＴＴＩの動的切替えを可能にする、前記１つまたは複数のダウンリンク
ＴＴＩまたは前記１つまたは複数のアップリンクＴＴＩを含まない、前記フレーム構造中
の複数のＴＴＩのうちの１つである、
　前記通知に少なくとも部分的に基づいて、前記設定可能ＴＴＩの間にアップリンク通信
を前記ネットワークエンティティに送信するためのコードと
　を備え、ここにおいて、前記通知を受信するためのコードは、
　　前の設定可能ＴＴＩ中に１つまたは複数の基準信号を検出することに少なくとも部分
的に基づいて、前記前の設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定される、と決定
するためのコードと、
　　前記設定可能ＴＴＩが前記１つまたは複数の基準信号を含まないことを検出すること
に少なくとも部分的に基づいて、前記設定可能ＴＴＩがアップリンク通信のために設定さ
れる、と決定するためのコードと
　を備える、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２９】
　送信するための前記コードが、前記設定可能ＴＴＩ中に前記アップリンク通信を制御デ
ータとして前記ネットワークエンティティに送信する、請求項２８に記載の非一時的コン
ピュータ可読記憶媒体。
【請求項３０】
　前記設定可能ＴＴＩがアップリンク通信のために設定されると決定するための前記コー
ドは、前記設定可能ＴＴＩが、少なくとも部分的に、
　前記前の設定可能ＴＴＩ中に前記１つまたは複数の基準信号から取得されたチャネル推
定値を使用して、前記１つまたは複数の基準信号のパイロットシーケンスを検出すること
と、
　前記１つまたは複数の基準信号の前記パイロットシーケンスが前記設定可能ＴＴＩ中に
存在しないと決定することと
　を行うことによって前記１つまたは複数の基準信号を含まないことを検出する、請求項
２８に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の主張



(7) JP 6469859 B2 2019.2.13

10

20

30

40

50

　[0001]本特許出願は、それらの全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０
１４年１０月２４日に出願された「BLIND UL/DL SYMBOL DETECTION IN DYNAMIC TDD SYST
EMS」と題する仮出願第６２／０６８，２７７号、２０１４年１１月３日に出願された「D
YNAMIC UPLINK/DOWNLINK FRAME STRUCTURE FOR ENHANCED COMPONENT CARRIERS」と題する
仮出願第６２／０７４，４６９号、および２０１５年９月２３日に出願された「DYNAMIC 
UPLINK/DOWNLINK FRAME STRUCTURE FOR ENHANCED COMPONENT CARRIERS」と題する米国特
許出願第１４／８６２，９９７号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]本明細書では、一般に通信システムに関し、より詳細には、ワイヤレス通信シス
テムにおいてノード間で通信するために利用されるフレーム構造に関する態様について説
明する。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなど、様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。電気通信規格の一例はロングタームエボリューション（Ｌ
ＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰ
Ｐ（登録商標）：Third Generation Partnership Project）によって公表されたユニバー
サルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecom
munications System）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を
改善することによってモバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポー
トすることと、コストを下げることと、サービスを改善することと、新しいスペクトルを
利用することと、ダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ
）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ：multiple-input multiple-
output）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合することとを行うよう
に設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加
し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これらの改善
は、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能であるべき
である。
【０００５】
　[0005]たとえば、ＬＴＥネットワークにおけるレイテンシをさらに低下させるための改
善が提案されている。レイテンシ要件が減少されると、ＬＴＥにおいて現在サポートされ
る、基礎をなすフレーム構造は、所望のレイテンシを効果的に達成することが不可能とな
り得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]以下で、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の
簡略化された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の包括的な概観では
なく、すべての態様の主要または重要な要素を識別するものでも、いずれかまたはすべて
の態様の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示するより詳細な説明の
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導入として、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示することで
ある。
【０００７】
　[0007]一例によれば、ワイヤレスネットワークにおいて動的なアップリンクおよびダウ
ンリンク送信時間間隔（ＴＴＩ：transmission time interval）の切替え（switching）
を使用して通信するための方法が提供される。本方法は、設定可能（configurable）ＴＴ
Ｉをダウンリンク通信からアップリンク通信に切り替えることの通知をネットワークエン
ティティから受信することを含む。設定可能ＴＴＩは、フレーム内でダウンリンク通信と
アップリンク通信との間の設定可能ＴＴＩの動的切替えを可能にするフレーム構造中の複
数のＴＴＩのうちの１つである。本方法は、通知に少なくとも部分的に基づいて、設定可
能ＴＴＩの間にアップリンク通信をネットワークエンティティに送信することをも含む。
【０００８】
　[0008]他の態様では、ワイヤレスネットワークにおいて動的なアップリンクおよびダウ
ンリンクＴＴＩの切替えを使用して通信するためのユーザ機器が提供される。本ユーザ機
器は、トランシーバと、ワイヤレスネットワークにおいて信号を通信するためにバスを介
してトランシーバに通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサと、バスを介して
少なくとも１つのプロセッサおよび／またはトランシーバに通信可能に結合されたメモリ
とを含む。少なくとも１つのプロセッサおよびメモリは、トランシーバを介して、設定可
能ＴＴＩをダウンリンク通信からアップリンク通信に切り替えることの通知をネットワー
クエンティティから受信するように動作可能である。設定可能ＴＴＩは、フレーム内でダ
ウンリンク通信とアップリンク通信との間の設定可能ＴＴＩの動的切替えを可能にするフ
レーム構造中の複数のＴＴＩのうちの１つである。少なくとも１つのプロセッサおよびメ
モリは、トランシーバを介して、通知に少なくとも部分的に基づいて、設定可能ＴＴＩの
間にアップリンク通信をネットワークエンティティに送信するようにさらに動作可能であ
る。
【０００９】
　[0009]別の例では、ワイヤレスネットワークにおいて動的なアップリンクおよびダウン
リンクＴＴＩの切替えを使用して通信するためのユーザ機器が提供される。本ユーザ機器
は、設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信からアップリンク通信に切り替えることの通知を
ネットワークエンティティから受信するための手段を含む。設定可能ＴＴＩは、フレーム
内でダウンリンク通信とアップリンク通信との間の設定可能ＴＴＩの動的切替えを可能に
するフレーム構造中の複数のＴＴＩのうちの１つである。本ユーザ機器は、通知に少なく
とも部分的に基づいて、設定可能ＴＴＩの間にアップリンク通信をネットワークエンティ
ティに送信するための手段をさらに備える。
【００１０】
　[0010]他の態様では、ワイヤレスネットワークにおいて動的なアップリンクおよびダウ
ンリンクＴＴＩの切替えを使用して通信するためのコンピュータ実行可能コードを備える
コンピュータ可読記憶媒体が提供される。コードは、設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信
からアップリンク通信に切り替えることの通知をネットワークエンティティから受信する
ためのコードを含む。設定可能ＴＴＩは、フレーム内でダウンリンク通信とアップリンク
通信との間の設定可能ＴＴＩの動的切替えを可能にするフレーム構造中の複数のＴＴＩの
うちの１つである。コードは、通知に少なくとも部分的に基づいて、設定可能ＴＴＩの間
にアップリンク通信をネットワークエンティティに送信するためのコードをさらに含む。
【００１１】
　[0011]上記および関係する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で十
分に説明し、特に特許請求の範囲で指摘する特徴を備える。以下の説明および添付の図面
に、１つまたは複数の態様のいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する。ただし、これら
の特徴は、様々な態様の原理が採用され得る様々な方法のほんのいくつかを示すものであ
り、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含むものとする。
【図面の簡単な説明】
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【００１２】
【図１】[0012]本明細書で説明する態様による、電気通信システムの一例を概念的に示す
ブロック図。
【図２】[0013]アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0014]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す
図。
【図４】[0015]ダウンリンク通信とアップリンク通信との間で設定可能送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）を動的に切り替えるための例示的なフレーム構造を示す図。
【図５】[0016]本明細書で説明する態様による、設定可能ＴＴＩがアップリンク通信とダ
ウンリンク通信との間でいつ切り替えられるかを決定するための例示的なシステムを示す
図。
【図６】[0017]ダウンリンク通信からアップリンク通信への設定可能ＴＴＩの切替えを検
出することに基づいてアップリンク通信を送信する例示的な方法のフローチャート。
【図７】ダウンリンク通信からアップリンク通信への設定可能ＴＴＩの切替えを検出する
ことに基づいてアップリンク通信を送信する例示的な方法のフローチャート。
【図８】[0018]設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定されるのか、アップリン
ク通信のために設定されるのかを決定する例示的な方法のフローチャート。
【図９】[0019]設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定されるのか、アップリン
ク通信のために設定されるのかを示す例示的な方法のフローチャート。
【図１０】[0020]動的ＴＤＤフレーム構造中のアップリンク通信またはダウンリンク通信
のために設定されたＴＴＩを有する例示的な通信タイムラインを示す図。
【図１１】[0021]本明細書で説明する態様による、１つまたは複数の基準信号のための例
示的なダウンリンクパイロットバーストパターンを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　[0022]添付の図面に関して以下に記載する発明を実施するための形態は、様々な構成を
説明するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る構成のみを表すものではな
い。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細
を含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者
には明らかであろう。いくつかの事例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よ
く知られている構造およびコンポーネントをブロック図の形式で示す。
【００１４】
　[0023]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示
する。これらの装置および方法が、以下の発明を実施するための形態において説明され、
（「要素」と総称される）様々なブロック、モジュール、コンポーネント、回路、ステッ
プ、プロセス、アルゴリズムなどによって添付の図面に示される。これらの要素は、電子
ハードウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装
され得る。そのような要素がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装
されるかは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。
【００１５】
　[0024]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイ
ス（ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体
にわたって説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがあ
る。処理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフト
ウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェ
ア記述言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プ
ログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーシ
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ョン、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチ
ン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると
広く解釈されたい。
【００１６】
　[0025]したがって、１つまたは複数の態様では、説明する機能は、ハードウェア、ソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェア
で実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュ
ータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コンピュー
タ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセス
され得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュ
ータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の
光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あ
るいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するため
に使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることが
できる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトデ
ィスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）
、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、およびフロッピー（登録商標）ディスク
（disk）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディス
ク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読
媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００１７】
　[0026]本明細書では、アップリンク（ＵＬ）通信とダウンリンク（ＤＬ）通信との間の
動的切替えを可能にするフレーム構造に従ってワイヤレスネットワークにおいて通信する
ことに関係する様々な態様について説明する。たとえば、フレーム構造は、アップリンク
通信またはダウンリンク通信のために構成または使用され得る、複数の送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）（たとえば、時分割複信（ＴＤＤ）シンボル）を含むことができる。フレーム構造
は、専用ダウンリンクまたはアップリンクＴＴＩである少なくともいくつかのＴＴＩをも
含み得る。たとえば、専用ダウンリンクおよびアップリンクＴＴＩは、無線リソース管理
（ＲＲＭ）測定、通信ノード間の同期、チャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバック、ラ
ンダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）通信、スケジューリング要求（ＳＲ）などを可能に
するために与えられ得る。残りの設定可能ＴＴＩでは、１つまたは複数の通信ノードが、
アップリンク通信とダウンリンク通信との間で切り替える（switch）ことができ、その切
替えを他のノードに通知することができる。これは、ノードが、１つまたは複数の通信ノ
ードのパラメータに基づいて、改善された通信スループットを可能にするように（たとえ
ば、所与のキャリアの）ダウンリンク／アップリンク構成を設定することを可能にする。
【００１８】
　[0027]最初に図１を参照すると、図は、本明細書で説明する態様による、ワイヤレス通
信システム１００の一例を示す。ワイヤレス通信システム１００は、複数のアクセスポイ
ント（たとえば、基地局、ｅＮＢ、またはＷＬＡＮアクセスポイント）１０５と、いくつ
かのユーザ機器（ＵＥ）１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。アクセスポイント
１０５は、より低いレイテンシの通信のために構成された、フレーム構造、たとえば、限
定はしないが、フレーム構造４００（図４）に基づいて、（たとえば、制御および／また
はデータアップリンク通信のための）リソース許可（resource grants）をＵＥ１１５に
通信するように構成されたスケジューリングコンポーネント３０２を含み得る。同様に、
ＵＥ１１５のうちの１つまたは複数は、（たとえば、本明細書で説明するように、アクセ
スポイント１０５から受信されたリソース許可または他のインジケータに基づいて）フレ
ーム構造を使用して、受信し、復号し、送信し、動作するように構成された通信コンポー
ネント３６１を含み得る。
【００１９】
　[0028]アクセスポイント１０５のうちのいくつかは、様々な例ではコアネットワーク１
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３０またはいくつかのアクセスポイント１０５（たとえば、基地局またはｅＮＢ）の一部
であり得る、基地局コントローラ（図示せず）の制御下でＵＥ１１５と通信し得る。アク
セスポイント１０５は、バックホールリンク１３２を通じてコアネットワーク１３０と制
御情報および／またはユーザデータを通信し得る。例では、アクセスポイント１０５は、
ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４を介して互
いと直接または間接的にのいずれかで通信し得る。ワイヤレス通信システム１００は、複
数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での動作をサポートし得る。マルチキャリア
送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調信号を送信することができる。たとえば、各
通信リンク１２５は、上記で説明した様々な無線技術に従って変調されたマルチキャリア
信号であり得る。各被変調信号は、異なるキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、
基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを搬送し得る。
【００２０】
　[0029]この点について、ＵＥ１１５は、（たとえば、１つのアクセスポイント１０５を
用いた）キャリアアグリゲーション（ＣＡ：carrier aggregation）および／または（た
とえば、複数のアクセスポイント１０５を用いた）多重接続性を使用して、複数のキャリ
ア上で１つまたは複数のアクセスポイント１０５と通信するように構成され得る。いずれ
の場合も、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５とアクセスポイント１０５との間のアップリンク通
信およびダウンリンク通信をサポートするように構成された少なくとも１つのプライマリ
セル（ＰＣｅｌｌ）で構成され得る。ＵＥ１１５と所与のアクセスポイント１０５との間
の各通信リンク１２５についてＰＣｅｌｌがあり得ることを諒解されたい。さらに、通信
リンク１２５の各々は、同様に、アップリンク通信および／またはダウンリンク通信をサ
ポートすることができる１つまたは複数のセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）を有することが
できる。いくつかの例では、ＰＣｅｌｌは少なくとも制御チャネルを通信するために使用
され得、ＳＣｅｌｌはデータチャネルを通信するために使用され得る。一例では、ＰＣｅ
ｌｌおよび／またはＳＣｅｌｌは、本明細書でさらに説明するように、（たとえば、図４
中のフレーム構造４００またはより低いレイテンシのＴＴＩをもつ同様のフレーム構造を
使用して）より低いレイテンシの通信を与える１つまたは複数の拡張コンポーネントキャ
リア（ｅＣＣ：enhanced component carriers）を構成することができる。
【００２１】
　[0030]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００の少なくとも一部分は、ＵＥ
１１５のうちの１つまたは複数およびアクセスポイント１０５のうちの１つまたは複数が
、別の階層レイヤに関して低減されたレイテンシを有する階層レイヤ上の送信をサポート
するように構成され得る、複数の階層レイヤ上で動作するように構成され得る。いくつか
の例では、ハイブリッドＵＥ１１５－ａは、第１のサブフレームタイプを用いた第１のレ
イヤ送信をサポートする第１の階層レイヤと、第２のサブフレームタイプを用いた第２の
レイヤ送信をサポートする第２の階層レイヤの両方の上で、アクセスポイント１０５－ａ
と通信し得る。たとえば、アクセスポイント１０５－ａは、第１のサブフレームタイプの
サブフレームと時分割複信された第２のサブフレームタイプのサブフレームを送信し得る
。
【００２２】
　[0031]いくつかの例では、ハイブリッドＵＥ１１５－ａは、たとえば、ＨＡＲＱ方式を
通じて送信についての肯定応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）を与えることによって
、送信の受信を確認応答し得る。第１の階層レイヤにおける送信についてのハイブリッド
ＵＥ１１５－ａからの確認応答は、いくつかの例では、送信が受信されたサブフレームに
続くあらかじめ定義された数のサブフレームの後に与えられ得る。ハイブリッドＵＥ１１
５－ａは、第２の階層レイヤにおいて動作するとき、例では、送信が受信されたサブフレ
ームと同じサブフレーム中で受信を確認応答し得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信し、再送信
を受信するために必要とされる時間は、ラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）と呼ばれること
があり、したがって、第２のサブフレームタイプのサブフレームは、第１のサブフレーム
タイプのサブフレームのためのＲＴＴよりも短い第２のＲＴＴを有し得る。
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【００２３】
　[0032]他の例では、第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、第２の階層レイヤのみの上でアク
セスポイント１０５－ｂと通信し得る。したがって、ハイブリッドＵＥ１１５－ａおよび
第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、第２の階層レイヤ上で通信し得るＵＥ１１５の第２のク
ラスに属し得、レガシーＵＥ１１５は、第１の階層レイヤのみの上で通信し得るＵＥ１１
５の第１のクラスに属し得る。アクセスポイント１０５－ｂおよびＵＥ１１５－ｂは、第
２のサブフレームタイプのサブフレームの送信を通じて第２の階層レイヤ上で通信し得る
。アクセスポイント１０５－ｂは、もっぱら第２のサブフレームタイプのサブフレームを
送信し得るか、または第２のサブフレームタイプのサブフレームと時分割多重化された第
１の階層レイヤ上で、第１のサブフレームタイプの１つまたは複数サブフレームを送信し
得る。第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、アクセスポイント１０５－ｂが第１のサブフレー
ムタイプのサブフレームを送信する場合、第１のサブフレームタイプのそのようなサブフ
レームを無視し得る。したがって、第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、送信が受信されたサ
ブフレームと同じサブフレーム中で送信の受信を確認応答し得る。したがって、第２のレ
イヤＵＥ１１５－ｂは、第１の階層レイヤ上で動作するＵＥ１１５と比較して低減された
レイテンシで動作し得る。
【００２４】
　[0033]アクセスポイント１０５は、１つまたは複数のアクセスポイントアンテナを介し
てＵＥ１１５とワイヤレス通信し得る。アクセスポイント１０５サイトの各々は、それぞ
れのカバレージエリア１１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの例では、アクセス
ポイント１０５は、基地トランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、基本サービス
セット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノー
ドＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。基地局
のためのカバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタに
分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのアクセス
ポイント１０５（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局
）を含み得る。アクセスポイント１０５はまた、セルラーおよび／またはＷＬＡＮ無線ア
クセス技術（ＲＡＴ）など、異なる無線技術を利用し得る。アクセスポイント１０５は同
じまたは異なるアクセスネットワークまたは事業者展開に関連し得る。同じまたは異なる
タイプのアクセスポイント１０５のカバレージエリアを含み、同じまたは異なる無線技術
を利用し、および／または同じまたは異なるアクセスネットワークに属する、異なるアク
セスポイント１０５のカバレージエリアは重複し得る。
【００２５】
　[0034]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク通信システムでは、発展型ノードＢ（ｅノード
ＢまたはｅＮＢ）という用語は、概して、アクセスポイント１０５を表すために使用され
得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのアクセスポイントが様々な地理
的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえ
ば、各アクセスポイント１０５は、通信カバレージをマクロセル、ピコセル、フェムトセ
ル、および／または他のタイプのセルに与え得る。ピコセル、フェムトセル、および／ま
たは他のタイプのセルなどのスモールセルは低電力ノードまたはＬＰＮを含み得る。マク
ロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカバ
ーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥ１１５による無制限アクセ
スを可能にし得る。スモールセルは、概して、比較的より小さい地理的エリアをカバーす
ることになり、たとえば、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥ１１５
による無制限アクセスを可能にし得、無制限アクセスに加えて、スモールセルとの関連を
有するＵＥ１１５（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group
）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限アクセスをも与え得る。マク
ロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルのためのｅＮ
ＢはスモールセルｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば
、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポートし得る。
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【００２６】
　[0035]コアネットワーク１３０は、１つまたは複数のバックホールリンク１３２（たと
えば、Ｓ１インターフェースなど）を介してｅＮＢまたは他のアクセスポイント１０５と
通信し得る。アクセスポイント１０５はまた、たとえば、バックホールリンク１３４（た
とえば、Ｘ２インターフェースなど）を介しておよび／またはバックホールリンク１３２
を介して（たとえば、コアネットワーク１３０を通じて）直接または間接的に、互いと通
信し得る。ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合、アクセスポイント１０５は同様のフレームタイミングを有し得、異な
るアクセスポイント１０５からの送信は近似的に時間的にアライメントされ得る。非同期
動作の場合、アクセスポイント１０５は異なるフレームタイミングを有し得、異なるアク
セスポイント１０５からの送信は時間的にアライメントされないことがある。さらに、第
１の階層レイヤおよび第２の階層レイヤにおける送信は、アクセスポイント１０５の間で
同期されることもされないこともある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同
期動作のいずれかのために使用され得る。
【００２７】
　[0036]ＵＥ１１５はワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され、各ＵＥ１
１５は固定式または移動式であり得る。ＵＥ１１５は、当業者によって、移動局、加入者
局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバ
イルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバ
イル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセ
ット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の
好適な用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレット
コンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、時計または眼鏡などのウ
ェアラブルアイテム、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥ１１
５は、マクロｅノードＢ、スモールセルｅノードＢ、リレーなどと通信することが可能で
あり得る。ＵＥ１１５はまた、セルラーまたは他のＷＷＡＮアクセスネットワーク、また
はＷＬＡＮアクセスネットワークなど、異なるアクセスネットワーク上で通信することが
可能であり得る。
【００２８】
　[0037]ワイヤレス通信システム１００において示されている通信リンク１２５は、ＵＥ
１１５からアクセスポイント１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／またはアク
セスポイント１０５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリ
ンク送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送
信と呼ばれることもある。通信リンク１２５は、いくつかの例では通信リンク１２５にお
いて多重化され得る、各階層レイヤの送信を搬送し得る。ＵＥ１１５は、たとえば、多入
力多出力（ＭＩＭＯ）、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）、多地点協調（ＣｏＭＰ：Co
ordinated Multi-Point）、多重接続性（たとえば、１つまたは複数のアクセスポイント
１０５の各々をもつＣＡ）または他の方式を通じて、複数のアクセスポイント１０５と共
同的に通信するように構成され得る。ＭＩＭＯ技法は、複数のデータストリームを送信す
るために、アクセスポイント１０５上の複数のアンテナおよび／またはＵＥ１１５上の複
数のアンテナを使用する。キャリアアグリゲーションは、データ送信のための同じまたは
異なるサービングセル上の２つまたはそれ以上のコンポーネントキャリアを利用し得る。
ＣｏＭＰは、ＵＥ１１５のための全体的な送信品質を改善するために、ならびにネットワ
ークおよびスペクトル利用を増加させる、いくつかのアクセスポイント１０５による送信
および受信の協調のための技法を含み得る。
【００２９】
　[0038]上述のように、いくつかの例では、アクセスポイント１０５およびＵＥ１１５は
、複数のキャリア上で送信するために、キャリアアグリゲーションを利用し得る。いくつ
かの例では、アクセスポイント１０５およびＵＥ１１５は、２つまたはそれ以上の別個の
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キャリアを使用して、第１のサブフレームタイプを各々が有する１つまたは複数のサブフ
レームを、フレーム内で第１の階層レイヤにおいてコンカレントに送信し得る。各キャリ
アは、たとえば、２０ＭＨｚの帯域幅を有し得るが、他の帯域幅が利用され得る。ハイブ
リッドＵＥ１１５－ａおよび／または第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、いくつかの例では
、別個のキャリアのうちの１つまたは複数の帯域幅よりも大きい帯域幅を有する単一のキ
ャリアを利用して、第２の階層レイヤにおいて１つまたは複数のサブフレームを受信およ
び／または送信し得る。たとえば、４つの別個の２０ＭＨｚキャリアが第１の階層レイヤ
においてキャリアアグリゲーション方式で使用される場合、単一の８０ＭＨｚキャリアが
、第２の階層レイヤにおいて使用され得る。８０ＭＨｚキャリアは、４つの２０ＭＨｚキ
ャリアのうちの１つまたは複数によって使用される無線周波数スペクトルと少なくとも部
分的に重複する、無線周波数スペクトルの一部分を占有し得る。いくつかの例では、第２
の階層レイヤタイプのためのスケーラブル帯域幅は、さらに拡張されたデータレートを与
えるために、上記で説明したようなより短いＲＴＴを与えるための組み合わせられた技法
であり得る。
【００３０】
　[0039]ワイヤレス通信システム１００によって採用され得る異なる動作モードの各々は
、周波数分割複信（ＦＤＤ）または時分割複信（ＴＤＤ）に従って動作し得る。いくつか
の例では、異なる階層レイヤは、異なるＴＤＤまたはＦＤＤモードに従って動作し得る。
たとえば、第１の階層レイヤはＦＤＤに従って動作し得、第２の階層レイヤはＴＤＤに従
って動作し得る。いくつかの例では、ＯＦＤＭＡ通信信号は、各階層レイヤのためのＬＴ
Ｅダウンリンク送信のための通信リンク１２５において使用され得、シングルキャリア周
波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）通信信号は、各階層レイヤにおけるＬＴＥアップリ
ンク送信のための通信リンク１２５において使用され得る。ワイヤレス通信システム１０
０などのシステムにおける階層レイヤの実装に関する追加の詳細、ならびにそのようなシ
ステムにおける通信に関係する他の特徴および機能が、以下の図を参照しながら以下で与
えられる。
【００３１】
　[0040]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００はいくつかのセルラ
ー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２０
８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。よ
り低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ
））、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remote radio h
ead）であり得る。マクロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、
セル２０２中のすべてのＵＥ２０６にコアネットワーク１３０へのアクセスポイントを与
えるように構成される。一態様では、ｅＮＢ２０４は、より低いレイテンシの通信のため
に構成された、フレーム構造、たとえば、限定はしないが、フレーム構造４００（図４）
に基づいて、リソース許可をＵＥ２０６に通信するように構成されたスケジューリングコ
ンポーネント３０２を含み得る。同様に、ＵＥ２０６のうちの１つまたは複数は、（たと
えば、本明細書で説明するように、アクセスポイント１０５から受信されたリソース許可
または他のインジケータに基づいて）フレーム構造を使用して、受信し、復号し、送信し
、動作するように構成された通信コンポーネント３６１を含み得る。アクセスネットワー
ク２００のこの例において示されている集中型コントローラはないが、代替構成では集中
型コントローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリテ
ィ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイへの接続性を
含む、すべての無線関係機能を担当する。
【００３２】
　[0041]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で
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使用され得、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ上で使用され得る。当業者なら以下の詳細な説明から
容易に諒解するように、本明細書で提示される様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である
。ただし、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に
容易に拡張され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイ
ズド（ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data Optimized）またはウルトラモバイルブロードバンド
（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤ
ＭＡ２０００規格ファミリーの一部として第３世代パートナーシッププロジェクト２（３
ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）によって公表されたエアインターフ
ェース規格であり、移動局にブロードバンドインターネットアクセスを提供するためにＣ
ＤＭＡを採用する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））
とＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形形態とを採用するユニバーサル地上波無線
アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）、ＴＤＭＡを採用するモバ
イル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Commu
nications）、ならびに、ＯＦＤＭＡを採用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolv
ed UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６
（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡
張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは３ＧＰＰ団体か
らの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは３ＧＰＰ２団体からの文書
に記載されている。採用される実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の
適用例およびシステムに課される全体的な設計制約に依存することになる。
【００３３】
　[0042]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信
ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デ
ータスチームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、ま
たは全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これは
、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のスケ
ーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通じて空間的にプリコーディ
ングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディング
されたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ２
０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々は、そのＵＥ２０６
に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上で
、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、これに
より、ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコーディングされた各データストリームのソースを
識別することが可能になる。
【００３４】
　[0043]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通じた送信のための
データを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにおい
て良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルスト
リームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００３５】
　[0044]以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様が、ＤＬ上でＯＦＤ
ＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関して説明される。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシンボル
内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法である。サブ
キャリアは正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサブキャリアからデータを復元
することを可能にする「直交性」を与える。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干渉をな
くすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフィックス）が各ＯＦＤ



(16) JP 6469859 B2 2019.2.13

10

20

30

40

50

Ｍシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を補償するた
めに、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００３６】
　[0045]図３は、アクセスネットワーク中でＵＥ３５０と通信しているｅＮＢ３１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントロー
ラ／プロセッサ３７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ３７５は、レイヤ２（Ｌ
２）（たとえば、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）レイヤ）の機能を実装する。ＤＬでは
、コントローラ／プロセッサ３７５は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテ
ーションおよび並べ替えと、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、
様々な優先度メトリックに基づくＵＥ３５０への無線リソース割振りとを行う。コントロ
ーラ／プロセッサ３７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信と、ＵＥ３５０
へのシグナリングとを担当する。
【００３７】
　[0046]送信（ＴＸ）プロセッサ３１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ３５０における前方誤り訂正（
ＦＥＣ：forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキー
イング（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ
：quadrature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-s
hift keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation）
）に基づく信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディング
とインターリービングとを含む。コーディングされ、変調されたシンボルは、次いで並列
ストリームに分割される。各ストリームは、次いで、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリー
ムを搬送する物理チャネルを生成するために、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、
時間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され
、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用して互いに合成される。ＯＦＤＭストリ
ームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコーディングされる。チャ
ネル推定器３７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび変調方式を決定するため
に、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ３５０によって送
信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され得る。各空間
ストリームは、次いで、別個の送信機３１８ＴＸを介して異なるアンテナ３２０に与えら
れる。各送信機３１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを
変調する。さらに、ｅＮＢ３１０は、少なくとも１つのＣＣ上でのより低いレイテンシの
通信のためのフレーム構造、たとえば、限定はしないが、フレーム構造４００（図４）を
使用して、リソース許可をＵＥ３５０に通信するように構成されたスケジューリングコン
ポーネント３０２を含み得る。
【００３８】
　[0047]ＵＥ３５０において、各受信機３５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ３５２
を通じて信号を受信する。各受信機３５４ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情報を復
元し、受信（ＲＸ）プロセッサ３５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ３５６は、Ｌ１レ
イヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ３５６は、ＵＥ３５０に宛てられ
た任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行する。複数の空
間ストリームがＵＥ３５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ３５６によって単
一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ３５６は、次いで高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数領
域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに別々のＯＦＤＭシ
ンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと基準信号とは、ｅＮＢ３１０
によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレーションポイントを決定すること
によって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネル推定器３５８によって計算
されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ３１０
によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元するために復号され、デインターリ
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ーブされる。データおよび制御信号は、次いで、コントローラ／プロセッサ３５９に与え
られる。
【００３９】
　[0048]コントローラ／プロセッサ３５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ３６０に関連し得る。メモリ３
６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プロセッ
サ３５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポ
ートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、解読（deci
phering）と、ヘッダ復元（decompression）と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケ
ットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク３６２
に与えられる。様々な制御信号はまた、レイヤ３（Ｌ３）（たとえば、無線リンク制御（
ＲＬＣ）レイヤ）処理のためにデータシンク３６２に与えられ得る。コントローラ／プロ
セッサ３５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／ま
たは否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用する誤り検出を担当する。さらに、ＵＥ３５
０は、本明細書で説明するように、（たとえば、スケジューリングコンポーネント３０２
によってフレーム構造に従って許可されるリソースまたはｅＮＢ３１０から受信された他
のインジクタ（indictors）に基づいて）より低いレイテンシのためのフレーム構造を使
用して、受信し、復号し、送信し、動作するように構成された通信コンポーネント３６１
を含み得る。
【００４０】
　[0049]ＵＬでは、データソース３６７が、コントローラ／プロセッサ３５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース３６７は、Ｌ２レイヤの上のすべて
のプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ３１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に
、コントローラ／プロセッサ３５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテ
ーションおよび並べ替えと、ｅＮＢ３１０による無線リソース割振りに基づく論理チャネ
ルとトランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよ
び制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ３５９はまた
、ＨＡＲＱ動作、紛失パケットの再送信、およびｅＮＢ３１０へのシグナリングを担当す
る。
【００４１】
　[0050]ｅＮＢ３１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器３５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方
式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ３６８
によって使用され得る。ＴＸプロセッサ３６８によって生成される空間ストリームは、別
個の送信機３５４ＴＸを介して異なるアンテナ３５２に与えられる。各送信機３５４ＴＸ
は、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４２】
　[0051]ＵＬ送信は、ＵＥ３５０における受信機機能に関して説明した様式と同様の様式
でｅＮＢ３１０において処理される。各受信機３１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
３２０を介して信号を受信する。各受信機３１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ３７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ３７０はＬ１レイヤ
を実装し得る。
【００４３】
　[0052]コントローラ／プロセッサ３７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ３７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ３７６に関連し得る。メ
モリ３７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プ
ロセッサ３７５は、ＵＥ３５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポ
ートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号と、ヘ
ッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ３７５からの上位レイヤ
パケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ３７５はまた、
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ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用する
誤り検出を担当する。
【００４４】
　[0053]図４は、フレーム構造４００の非限定的な例を示す図である。フレーム構造４０
０は、ｘミリ秒（ｍｓ）に等しい時間（Ｔｍ）の複数のフレームを有するＴＤＤフレーム
構造を示し、ここで、ｘは正の整数である。各フレームは、専用ダウンリンクＴＴＩ４０
２、設定可能ダウンリンクもしくはアップリンクＴＴＩ４０４、または専用アップリンク
ＴＴＩ４０６であるように設定された、１つまたは複数のＴＴＩを含むことができる。一
例では、ＴＴＩは、ＴＤＤシンボル（たとえば、ＯＦＤＭシンボル、ＳＣ－ＦＤＭシンボ
ルなど）に対応し得る。たとえば、専用ダウンリンクＴＴＩ４０２および専用アップリン
クＴＴＩ４０６を指定することは、専用ＴＴＩにわたる、無線リソース管理（ＲＲＭ）測
定、ＵＥとｅＮＢとの間の同期、チャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバック送信、ラン
ダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）通信、ＳＲなどを可能にすることができる。一例では
、専用ダウンリンクＴＴＩ４０２および専用アップリンクＴＴＩ４０６は、ネットワーク
ノード間で（たとえば、ＵＥとｅＮＢとの間で）設定された、またはさもなければネット
ワークノードによって知られている無線リソース制御（ＲＲＣ）であり得る。
【００４５】
　[0054]さらに、たとえば、アップリンク通信またはダウンリンク通信のために設定可能
である残りのＴＴＩ４０４は、アップリンク通信とダウンリンク通信との間で動的に切り
替えられ得る。これらのＴＴＩ４０４は、本明細書では「設定可能ＴＴＩ（configurable
 TTIs）」とも呼ばれ、ダウンリンクＴＴＩまたはアップリンクＴＴＩとして専用化され
ない実質的にどんなＴＴＩをも含み得る。ｅＮＢなどのサービングネットワークノードは
、本明細書でさらに説明するように、アップリンク通信とダウンリンク通信との間でＴＴ
Ｉ４０４を切り替えることに関係する１つまたは複数のパラメータ（たとえば、切替えを
その間に実行するためのＴＴＩなどの時間期間、切替えのための持続時間など）を決定す
ることができ、サービングネットワークノードと通信するための、ＵＥなどの他のネット
ワークノードに１つまたは複数のパラメータを示すことができる。この点について、サー
ビングネットワークノードから１つまたは複数のパラメータのリソース許可または他のイ
ンジケータを受信するネットワークノードは、所与のＴＴＩがサービングネットワークノ
ードからの通信（ダウンリンク通信）を受信するために設定されるのか、サービングネッ
トワークノードへの通信（アップリンク通信）を送信するために設定されるのかを決定す
ることができる。一例では、この点について切替えを示すことは、複数の連続（設定可能
）ＴＴＩが同じタイプの通信（ダウンリンクまたはアップリンク）のために設定されるこ
とを可能にし、したがって、バースト通信を可能にし得る。
【００４６】
　[0055]したがって、一例では、本明細書で説明するように、ＴＴＩ４１０、４１２、４
１４、および４１６はダウンリンク通信のために設定され得、アップリンク通信への切替
えはＴＴＩ４１８および４２０について示され得る。同様に、ダウンリンク通信に戻る切
替えは、ＴＴＩ４２０に続く設定可能ＴＴＩについて示され得る。この点について設定可
能ＴＴＩを利用することは、所与のフレームの間のアップリンク通信またはダウンリンク
通信を改善するためのより多くのアップリンクリソースまたはダウンリンクリソースを可
能にするように、サービングネットワークノードにおける通信関係パラメータに基づき得
る、そのフレーム中のアップリンクリソースとダウンリンクリソースとの間の分割（spli
t）の動的決定を可能にすることができる。
【００４７】
　[0056]特定の一例では、フレーム構造４００中の各ＴＴＩは、ＯＦＤＭシンボルまたは
ＳＣ－ＦＤＭシンボルによって定義され得、より低いレイテンシの通信を与えるようにＬ
ＴＥの１ミリ秒サブフレームＴＴＩよりも短い長さのものであり得る。したがって、一例
では、フレームは、複数のＴＴＩを含むサブフレーム、それぞれ複数のＴＴＩを含む複数
のサブフレームを含むフレームなどに対応し得る。アップリンクＴＴＩとダウンリンクＴ
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ＴＩとの間の動的切替えは、いくつかのアップリンク／ダウンリンクレイテンシを達成す
ることを可能にすることができる、アップリンク通信およびダウンリンク通信の所望の配
信を扱うための適応可能なフレームを与え得る。
【００４８】
　[0057]図５～図９を参照すると、態様は、本明細書で説明するアクションまたは機能を
実行し得る１つまたは複数のコンポーネントおよび１つまたは複数の方法に関して示され
る。一態様では、本明細書で使用する「コンポーネント」という用語は、システムを構成
する部品のうちの１つであり得、ハードウェアまたはソフトウェアまたはそれらの何らか
の組合せであり得、他のコンポーネントに分割され得る。図６～図９において以下で説明
する動作は、特定の順序でおよび／または例示的なコンポーネントによって実行されるも
のとして提示されるが、アクションの順序およびアクションを実行するコンポーネントは
、実装形態に応じて変更され得ることを理解されたい。さらに、以下のアクションまたは
機能は、特別にプログラムされたプロセッサ、特別にプログラムされたソフトウェアまた
はコンピュータ可読媒体を実行するプロセッサによって、あるいは説明するアクションま
たは機能を実行することが可能なハードウェアコンポーネントおよび／またはソフトウェ
アコンポーネントの任意の他の組合せによって実行され得ることを理解されたい。
【００４９】
　[0058]図５に、ダウンリンク／アップリンクＴＴＩの動的切替えを可能にするフレーム
構造に基づいて、ワイヤレスネットワークにおいてノード間で通信するための例示的なシ
ステム５００を示す。システム５００は、ワイヤレスネットワークにアクセスするために
ｅＮＢ５０４と通信するＵＥ５０２を含み、それの例については、上記で、図１～図３に
おいて説明した。一態様では、ｅＮＢ５０４およびＵＥ５０２は、ダウンリンク信号５０
９を介してそれの上で通信するための１つまたは複数のダウンリンクチャネルを確立して
いることがあり、ダウンリンク信号５０９は、設定された通信リソース上でｅＮＢ５０４
からＵＥ５０２に（たとえば、シグナリングにおいて）制御および／またはデータメッセ
ージを通信するために、（たとえば、トランシーバ５５６を介して）ｅＮＢ５０４によっ
て送信され、（たとえば、トランシーバ５０６を介して）ＵＥ５０２によって受信され得
る。さらに、たとえば、ｅＮＢ５０４およびＵＥ５０２は、アップリンク信号５０８を介
してそれの上で通信するための１つまたは複数のアップリンクチャネルを確立しているこ
とがあり、アップリンク信号５０８は、設定された通信リソース上でＵＥ５０２からｅＮ
Ｂ５０４に（たとえば、シグナリングにおいて）制御および／またはデータメッセージを
通信するために、（たとえば、トランシーバ５０６を介して）ＵＥ５０２によって送信さ
れ、（たとえば、トランシーバ５５６を介して）ｅＮＢ５０４によって受信され得る。本
明細書でさらに説明するように、たとえば、ｅＮＢ５０４は、ＴＴＩ中のダウンリンク通
信からアップリンク通信への（またはその逆も同様）切替えに関する１つまたは複数のパ
ラメータを示すことができるリソース許可または他のインジケータ５８０を通信し得る。
【００５０】
　[0059]一態様では、ＵＥ５０２は、たとえば、１つまたは複数のバス５０７を介して通
信可能に結合され得る１つまたは複数のプロセッサ５０３および／またはメモリ５０５を
含み得、アップリンク通信またはダウンリンク通信のために設定可能なＴＴＩを有するフ
レーム構造に従ってそれにアップリンク信号５０８を送信し、および／またはそこからダ
ウンリンク信号５０９を受信するように、ｅＮＢ５０４と通信するための通信コンポーネ
ント３６１とともに動作するか、またはさもなければ通信コンポーネント３６１を実装し
得る。たとえば、通信コンポーネント３６１に関係する様々な動作は、１つまたは複数の
プロセッサ５０３によって実装されるか、またはさもなければ実行され得、一態様では、
単一のプロセッサによって実行され得、他の態様では、動作のうちの異なるものは２つま
たはそれ以上の異なるプロセッサの組合せによって実行され得る。たとえば、一態様では
、１つまたは複数のプロセッサ５０３は、モデムプロセッサ、またはベースバンドプロセ
ッサ、またはデジタル信号プロセッサ、または特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、また
は送信プロセッサ、受信プロセッサ、またはトランシーバ５０６に関連するトランシーバ
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プロセッサのうちのいずれか１つまたは任意の組合せを含み得る。さらに、たとえば、メ
モリ５０５は、限定はしないが、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ
（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能ＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電
気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、磁気ストレージデバイス（たとえば、ハードデ
ィスク、フロッピーディスク、磁気ストリップ）、光ディスク（たとえば、コンパクトデ
ィスク（ＣＤ）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ））、スマートカード、フラッシュメ
モリデバイス（たとえば、カード、スティック、キードライブ）、レジスタ、リムーバブ
ルディスク、ならびにコンピュータまたは１つまたは複数のプロセッサ５０３によってア
クセスされ、読み取られ得るソフトウェアおよび／またはコンピュータ可読コードまたは
命令を記憶するための他の好適な媒体を含む非一時的コンピュータ可読媒体であり得る。
さらに、メモリ５０５またはコンピュータ可読記憶媒体は、１つまたは複数のプロセッサ
５０３中に存在する、１つまたは複数のプロセッサ５０３の外部にある、１つまたは複数
のプロセッサ５０３を含む複数のエンティティにわたって分散される、などであり得る。
【００５１】
　[0060]具体的には、１つまたは複数のプロセッサ５０３および／またはメモリ５０５は
、通信コンポーネント３６１またはそれのサブコンポーネントによって定義されるアクシ
ョンまたは動作を実行し得る。たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５０３および／ま
たはメモリ５０５は、アップリンク通信またはダウンリンク通信のために設定された１つ
または複数のＴＴＩを含むか、またはさもなければそれを暗黙的に示し得る、ｅＮＢ５０
４からのリソース許可を取得するためのリソース許可受信コンポーネント５１０によって
定義されるアクションまたは動作を実行し得る。一態様では、たとえば、リソース許可受
信コンポーネント５１０は、ハードウェア（たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５０
３の１つまたは複数のプロセッサモジュール）、ならびに／あるいはメモリ５０５に記憶
され、本明細書で説明する特別に設定されたリソース許可受信および／または処理動作を
実行するために１つまたは複数のプロセッサ５０３のうちの少なくとも１つによって実行
可能なコンピュータ可読コードまたは命令を含み得る。さらに、たとえば、１つまたは複
数のプロセッサ５０３および／またはメモリ５０５は、ｅＮＢ５０４との通信がダウンリ
ンクからアップリンクにおよび／またはその逆に切り替える１つまたは複数の設定可能Ｔ
ＴＩを決定するためのダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２によ
って定義されるアクションまたは動作を実行し得る。一態様では、たとえば、ダウンリン
ク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２は、ハードウェア（たとえば、１つま
たは複数のプロセッサ５０３の１つまたは複数のプロセッサモジュール）、および／ある
いはメモリ５０５に記憶され、本明細書で説明する特別に設定されたダウンリンク／アッ
プリンク切替え検出動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサ５０３のうちの少
なくとも１つによって実行可能なコンピュータ可読コードまたは命令を含み得る。さらに
、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５０３および／またはメモリ５０５は、オプシ
ョンにより、設定可能ＴＴＩ中の通信が前のＴＴＩ中にアップリンク通信からダウンリン
ク通信におよび／またはその逆に切り替えられたかどうかを決定するために使用され得る
、１つまたは複数の基準信号について通信リソースを監視するための基準信号監視コンポ
ーネント５１４によって定義されるアクションまたは動作を実行し得る。一態様では、た
とえば、基準信号監視コンポーネント５１４は、ハードウェア（たとえば、１つまたは複
数のプロセッサ５０３の１つまたは複数のプロセッサモジュール）、および／あるいはメ
モリ５０５に記憶され、本明細書で説明する特別に構成された基準信号監視動作を実行す
るために１つまたは複数のプロセッサ５０３のうちの少なくとも１つによって実行可能な
コンピュータ可読コードまたは命令を含み得る。
【００５２】
　[0061]同様に、一態様では、ｅＮＢ５０４は、たとえば、１つまたは複数のバス５５７
を介して通信可能に結合され得る１つまたは複数のプロセッサ５５３および／またはメモ
リ５５５を含み得、１つまたは複数のＴＴＩ中の、ダウンリンク通信からアップリンク通
信への、および／またはその逆の切替えに関する１つまたは複数のパラメータを示し得る
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、１つまたは複数のリソース許可または他のインジケータ５８０をＵＥ５０２に通信する
ために、スケジューリングコンポーネント３０２の１つまたは複数とともに動作するか、
またはさもなければそれを実装し得る。たとえば、スケジューリングコンポーネント３０
２に関係する様々な機能は、１つまたは複数のプロセッサ５５３によって実装されるか、
またはさもなければ実行され得、一態様では、単一のプロセッサによって実行され得、他
の態様では、上記で説明したように、機能のうちの異なるものは２つまたはそれ以上の異
なるプロセッサの組合せによって実行され得る。一例では、１つまたは複数のプロセッサ
５５３および／またはメモリ５５５は、ＵＥ５０２の１つまたは複数のプロセッサ５０３
および／またはメモリ５０５に関して上記の例に記載されているように構成され得ること
を諒解されたい。
【００５３】
　[0062]一例では、１つまたは複数のプロセッサ５５３および／またはメモリ５５５は、
スケジューリングコンポーネント３０２またはそれのサブコンポーネントによって定義さ
れるアクションまたは動作を実行し得る。たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３
および／またはメモリ５５５は、ＵＥ５０２のための１つまたは複数のリソース許可（re
source grants）および／または他のインジケータ５８０を生成するためのリソース許可
生成コンポーネント５２０によって定義されるアクションまたは動作を実行し得、ここで
、リソース許可および／または他のインジケータ５８０は、通信がその間にダウンリンク
からアップリンクに、および／またはその逆に切り替えられるＴＴＩに関する１つまたは
複数のパラメータを示し得る。一態様では、たとえば、リソース許可生成コンポーネント
５２０は、ハードウェア（たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３の１つまたは複
数のプロセッサモジュール）、および／またはメモリ５５５に記憶され、本明細書で説明
する特別に設定されたリソース許可生成動作を実行するために１つまたは複数のプロセッ
サ５５３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ可読コードまたは命令
を含み得る。さらに、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３および／またはメモ
リ５５５は、リソース許可または他のインジケータ５８０を介して、通信がその間にダウ
ンリンクからアップリンクに、および／またはその逆に切り替えられるＴＴＩに関する１
つまたは複数のパラメータを示すためのオプションのダウンリンク／アップリンク切替え
指示コンポーネント５２２によって定義されるアクションまたは動作を実行し得る。一態
様では、たとえば、ダウンリンク／アップリンク切替え指示コンポーネント５２２は、ハ
ードウェア（たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３の１つまたは複数のプロセッ
サモジュール）、および／あるいはメモリ５５５に記憶され、本明細書で説明する特別に
設定されたダウンリンク／アップリンク切替え指示動作を実行するために１つまたは複数
のプロセッサ５５３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ可読コード
または命令を含み得る。
【００５４】
　[0063]トランシーバ５０６、５５６は、１つまたは複数のアンテナ、ＲＦフロントエン
ド、１つまたは複数の送信機、および１つまたは複数の受信機を通じてワイヤレス信号を
送信および受信するように構成され得ることを諒解されたい。一態様では、トランシーバ
５０６、５５６は、ＵＥ５０２および／またはｅＮＢ５０４がある周波数において通信す
ることができるように、指定された周波数において動作するように同調させられ得る。一
態様では、関係するアップリンク通信チャネルまたはダウンリンク通信チャネル上で、そ
れぞれ、アップリンク信号５０８および／またはダウンリンク信号５０９を通信するため
に、構成、通信プロトコルなどに基づいて指定された周波数および電力レベルにおいて動
作するように、１つまたは複数のプロセッサ５０３がトランシーバ５０６を構成し得、お
よび／または１つまたは複数のプロセッサ５５３がトランシーバ５５６を構成し得る。
【００５５】
　[0064]一態様では、トランシーバ５０６、５５６は、トランシーバ５０６、５５６を使
用して送信および受信されるデジタルデータを処理するように（たとえば、図示されてい
ないマルチバンドマルチモードモデムを使用して）マルチプルな帯域中で動作することが
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できる。一態様では、トランシーバ５０６、５５６は、マルチバンドであり、特定の通信
プロトコルについてマルチプルな周波数帯域をサポートするように構成され得る。一態様
では、トランシーバ５０６、５５６は、マルチプルな動作ネットワークおよび通信プロト
コルをサポートするように構成され得る。したがって、たとえば、トランシーバ５０６、
５５６は、指定されたモデム構成に基づいて信号の送信および／または受信を可能にし得
る。
【００５６】
　[0065]図６に、ダウンリンク通信およびアップリンク通信のために設定されたＴＴＩ間
の動的切替えを可能にするフレーム構造に基づいて、（たとえば、ＵＥによって）ネット
ワークエンティティと通信するための例示的な方法６００を示す。ブロック６０２におい
て、ＵＥは、オプションにより、フレーム内でダウンリンク通信とアップリンク通信との
間の設定可能ＴＴＩの動的切替えを可能にするフレーム構造を使用して、ネットワークエ
ンティティと通信する。ＵＥ５０２（図５）の通信コンポーネント３６１は、フレーム内
でダウンリンク通信とアップリンク通信との間の設定可能ＴＴＩの動的切替えを可能にす
るフレーム構造を使用して、ネットワークエンティティ（たとえば、ｅＮＢ５０４）と通
信することができる。一例では、リソース許可生成コンポーネント５２０は、フレーム構
造に基づいて指定されたリソースを用いてＵＥ５０２を構成することができ、リソース許
可受信コンポーネント５１０は、通信コンポーネント３６１を介してｅＮＢ５０４と通信
するためのリソースを受信することができる。一例では、フレーム構造は、専用ダウンリ
ンクＴＴＩ、アップリンク通信またはダウンリンク通信のいずれかのために設定可能なＴ
ＴＩ、および／または専用アップリンクＴＴＩを含むフレーム構造４００（図４）と同様
であり得る。したがって、たとえば、ダウンリンクリソースまたはアップリンクリソース
として設定可能である対応するＴＴＩ中または専用ダウンリンクＴＴＩであるＴＴＩ中の
ダウンリンクリソースを示すダウンリンクリソース許可、ダウンリンクリソースまたはア
ップリンクリソースとして設定可能である対応するＴＴＩ中または専用アップリンクＴＴ
ＩであるＴＴＩ中のアップリンクリソースを示すアップリンクリソース許可などを、リソ
ース許可生成コンポーネント５２０が生成し得、リソース許可受信コンポーネント５１０
が受信し得る。
【００５７】
　[0066]たとえば、ＵＥ５０２およびｅＮＢ５０４は、ダウンリンク通信またはアップリ
ンク通信のために設定可能なＴＴＩが、１つまたは複数のＴＴＩについてダウンリンク通
信のために設定され、次いで１つまたは複数のＴＴＩについてアップリンク通信のために
設定され、次いで再びダウンリンクのために設定されるように、など、ダウンリンクバー
ストまたはアップリンクバーストにおいて通信し得る。説明したように、一例では、ｅＮ
Ｂ５０４は、所望のアップリンクまたはダウンリンクレイテンシを達成するように、これ
らのＴＴＩ中のダウンリンク通信とアップリンク通信との間の切替えを定義することがで
き、それは、ｅＮＢ５０４上の負荷、ＵＥ５０２のバッファステータス、サービス品質、
サブスクリプションレベルなど、および／または通信リソースに対する需要を示すことが
できる同様のパラメータに少なくとも部分的に基づいてその切替えを定義することを含み
得る。この点について、本明細書でさらに説明するように、ｅＮＢ５０４は、設定可能Ｔ
ＴＩ中の、ダウンリンクからアップリンクへのおよび／またはその逆の切替えに関する１
つまたは複数のパラメータを、ＵＥ５０２および／または１つまたは複数の他のＵＥに示
し得る。しかしながら、一例では、ＵＥ５０２および／または１つまたは複数の他のＵＥ
は、本明細書で説明するように、ダウンリンク通信からアップリンク通信への、および／
またはその逆の設定可能ＴＴＩの切替えに関する情報を受信するために、許可されたリソ
ース上でネットワークエンティティと通信する必要がないことを諒解されたい。
【００５８】
　[0067]したがって、ブロック６０４において、ＵＥは、設定可能ＴＴＩをダウンリンク
通信からアップリンク通信に切り替えることの通知をネットワークエンティティから受信
する。ダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２は、設定可能ＴＴＩ
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をダウンリンク通信からアップリンク通信に切り替えることの通知をネットワークエンテ
ィティから受信することができる。設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信からアップリンク
通信に切り替えることの様々な通知がこの点について採用され得ることを諒解されたい。
一例では、ブロック６０４において通知を受信する際に、ブロック６０６において、ＵＥ
は、オプションにより、アップリンクリソース許可において、設定可能ＴＴＩを示す通知
を受信する。したがって、たとえば、ＵＥ５０２がｅＮＢ５０４によってリソースをスケ
ジュールされる場合、リソース許可生成コンポーネント５２０は、所与のＴＴＩに関係す
るＵＥ５０２のためのアップリンクリソース許可５８０を生成することができ、スケジュ
ーリングコンポーネント３０２は、（たとえば、トランシーバ５５６を介して）アップリ
ンクリソース許可５８０をＵＥ５０２に送信することができる。この例では、リソース許
可受信コンポーネント５１０は、（たとえば、トランシーバ５０６を介して）ｅＮＢ５０
４から受信されたアップリンクリソース許可５８０において、設定可能ＴＴＩを示す通知
を受信することができる。たとえば、ダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポーネ
ント５１２は、アップリンクリソース許可において示されるＴＴＩまたは同様のタイミン
グ情報に少なくとも部分的に基づいて、所与のＴＴＩ中のダウンリンクからアップリンク
への切替えを決定することができる。一例では、ダウンリンク／アップリンク切替え検出
コンポーネント５１２は、許可されたアップリンクリソースに対応するＴＴＩ、許可され
たアップリンクリソースの前のいくつかのＴＴＩ、アップリンクリソース許可が受信され
たＴＴＩの後のいくつかのＴＴＩ、リソース許可における切替えＴＴＩとして示されたＴ
ＴＩ中などに起こるように、ダウンリンクからアップリンクへの切替えを決定することが
できる。
【００５９】
　[0068]別の例では（たとえば、ＵＥ５０２がｅＮＢ５０４によってスケジュールされな
い場合、またはいずれの場合も）、ダウンリンク／アップリンク切替え指示コンポーネン
ト５２２は、インジケータを使用して設定可能ＴＴＩ中のダウンリンク通信からアップリ
ンク通信への切替えを示すことができる。したがって、たとえば、ブロック６０４におい
て通知を受信する際に、ブロック６０８において、ＵＥは、オプションにより、ダウンリ
ンク通信のために設定された前のＴＴＩ中のインジケータとして通知を受信する。たとえ
ば、ダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２は、ダウンリンク通信
のために設定された前のＴＴＩ中のインジケータ５８０（たとえば、ダウンリンクチャネ
ルを使用して、ダウンリンク信号５０９中で送信され得るヘッドアップビットなど）とし
て通知を受信し得、その場合、ダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポーネント５
１２は、（たとえば、トランシーバ５０６を介して）そのビットまたは他のインジケータ
５８０を受信することができ、設定可能ＴＴＩを、通信がアップリンク通信に切り替えら
れる今度の（upcoming）ＴＴＩとして決定することができる。インジケータは、切替えが
次のＴＴＩ中に行われること、切替えが行われる前のＴＴＩの数（たとえば、ヘッドアッ
プビットが受信された後の、知られているまたは設定されたＴＴＩの数、またはインジケ
ータにおいて指定された明示的なＴＴＩの数）、（たとえば、フレーム番号、サブフレー
ム番号などによって）ＴＴＩが識別され得る、切替えが行われる明示的ＴＴＩなどのうち
の少なくとも１つを示し得る。たとえば、ダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポ
ーネント５１２は、インジケータを検出するためにｅＮＢ５０４からの通信を監視するこ
とができる。
【００６０】
　[0069]たとえば、ＵＥ５０２がｅＮＢ５０４によってスケジュールされる場合、ダウン
リンク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２は、ダウンリンク許可の受信に続
くｅＮＢ５０４からの通信、またはダウンリンク許可持続時間の他の指示を監視すること
ができる。さもなければ、ＵＥ５０２は、切替えの指示（たとえば、アップリンクリソー
ス許可または他のインジケータ５８０）がｅＮＢ５０４から受信されるまで、実質的に任
意の設定可能ＴＴＩ（および／または専用ダウンリンクＴＴＩ）においてｅＮＢ５０４か
らの通信を監視することができる。
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【００６１】
　[0070]さらに、たとえば、リソース許可または他のインジケータ５８０は、設定可能Ｔ
ＴＩが再びダウンリンク通信に切り替えられるまでのアップリンクＴＴＩの持続時間を示
す１つまたは複数のパラメータを含み得る。たとえば、１つまたは複数のパラメータは、
アップリンクバーストのバースト長に関するリソース許可または他のインジケータ５８０
において示されるＴＴＩの数に対応し得る。一例では、ＴＴＩの数についての０でない値
も、次のＴＴＩ中のアップリンク通信への切替えを示すパラメータであり得る。いずれの
場合も、ダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２は、本明細書でさ
らに説明するように、持続時間の間アップリンク通信への切替えを検出することができ、
持続時間の最後に、ダウンリンク通信に戻る切替えを決定し得る。
【００６２】
　[0071]追加の例では、ｅＮＢ５０４は、ダウンリンク通信からアップリンク通信に、お
よび／またはその逆にＴＴＩを切り替えることの明示的通知を通信しないことがあり、む
しろ、ｅＮＢ５０４からの通信は、切替えを暗黙的に通知し得る。したがって、ダウンリ
ンク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２は、所与のＴＴＩがダウンリンク通
信のために設定されるのか、アップリンク通信のために設定されるのかをブラインド検出
することを試み得る。たとえば、ブロック６０４において通知を受信する際に、ブロック
６１０において、ＵＥは、オプションにより、前の設定可能ＴＴＩ中に１つまたは複数の
基準信号を検出し、設定可能ＴＴＩが１つまたは複数の基準信号を含まないことを検出し
たことに少なくとも部分的に基づいて、設定可能ＴＴＩがアップリンク通信のために設定
されると決定し得る。たとえば、基準信号監視コンポーネント５１４は、前の設定可能Ｔ
ＴＩ中に１つまたは複数の基準信号を検出することができ、ダウンリンク／アップリンク
切替え検出コンポーネント５１２は、設定可能ＴＴＩが１つまたは複数の基準信号を含ま
ないことを検出したことに少なくとも部分的に基づいて、設定可能ＴＴＩがアップリンク
通信のために設定されると決定することができる。
【００６３】
　[0072]一例では、設定可能ＴＴＩがブロック６１０において１つまたは複数の基準信号
を含まないことを検出する際に、ブロック６１２において、ＵＥは、オプションにより、
前の設定可能ＴＴＩ中に１つまたは複数の基準信号に対応するパイロットシーケンスを検
出し、パイロットシーケンスが設定可能ＴＴＩ中に存在しないと決定することによって、
設定可能ＴＴＩが１つまたは複数の基準信号を含まないことを検出する。基準信号監視コ
ンポーネント５１４は、前の設定可能ＴＴＩ中に１つまたは複数の基準信号に対応するパ
イロットシーケンスを検出することができ、パイロットシーケンスが設定可能ＴＴＩ中に
存在するかどうかを決定することができる。
【００６４】
　[0073]一例では、ｅＮＢ５０４は、パイロットシーケンスに従って、セル固有基準信号
（ＣＲＳ）などの基準信号を送信することができる。ｅＮＢ５０４は、デンス（dense）
パイロット信号を使用して基準信号を送信することができ、これは、（たとえば、ＴＴＩ
中に基準信号を送信するために、実質的にすべての利用可能帯域幅、または少なくとも周
波数サブキャリア超の帯域幅を使用して）デンスパイロット構成を用いて基準信号を送信
することを含み得る。これは、ＵＥ５０２によるパイロット信号の改善された受信および
検出を可能にすることができる。別の例では、ｅＮＢ５０４は、比較的スパース（sparse
）のパイロット構成（たとえば、デンスパイロット構成よりも小さい帯域幅を使用し得る
、ＬＴＥなど、ＲＡＴについて通常定義されるパイロット構成）を使用して基準信号を送
信し得る。いずれの場合も、この点についてパイロット信号として送信された基準信号は
、基準信号の後続の送信または関係するパイロットシーケンスをコヒーレントに検出する
ためにチャネル推定を実行するために使用され得る。この例では、基準信号監視コンポー
ネント５１４は、前の設定可能ＴＴＩ中の信号を監視することができ、パイロット信号と
して送信された基準信号を観測することができる。基準信号監視コンポーネント５１４は
、したがって、チャネル推定を実行するために基準信号を使用することができ、前の設定
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可能ＴＴＩから取得されたチャネル推定値は、後続のＴＴＩ中で関係する（たとえば、同
様の）パイロットシーケンスを検出することに基づいて後続のＴＴＩがダウンリンクＴＴ
Ｉであると決定するために、後続のＴＴＩ中の基準信号の検出を助けるために使用され得
る。
【００６５】
　[0074]この例では、基準信号監視コンポーネント５１４は、ダウンリンク通信のために
設定された前の設定可能ＴＴＩ中に（または専用ダウンリンクＴＴＩ中に）基準信号につ
いてチャネルを監視することができ、ｅＮＢ５０４によって送信された基準信号（たとえ
ば、ＣＲＳ）のパイロットシーケンスを観測するか、またはさもなければ決定することが
できる。基準信号監視コンポーネント５１４は、したがって、検出されたパイロットシー
ケンスに基づいて、設定可能ＴＴＩなど、後続のダウンリンクＴＴＩ中に基準信号（たと
えば、ＣＲＳ）をコヒーレントに検出することを試みることができる。基準信号監視コン
ポーネント５１４が設定可能ＴＴＩ中に決定されたパイロットシーケンスを有する基準信
号に遭遇しない場合、これは、設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信からアップリンク通信
に切り替えたという通知であり得、ダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポーネン
ト５１２は、通信が設定可能ＴＴＩ中に（またはその前に）ダウンリンク通信からアップ
リンク通信に切り替えられたと決定し得る。
【００６６】
　[0075]別の例では、基準信号監視コンポーネント５１４が、パイロットシーケンスを決
定するために、前の設定可能ＴＴＩからのチャネル推定値に依拠せず、代わりに現在のＴ
ＴＩに依拠し、したがって、ｅＮＢ５０４からのダウンリンク信号５０９中で受信される
基準信号を非コヒーレントに検出し得ることを諒解されたい。たとえば、基準信号監視コ
ンポーネント５１４は、前の設定可能ＴＴＩがダウンリンクＴＴＩではなかった場合、ま
たはさもなければコヒーレント検出が使用またはサポートされない場合、基準信号を非コ
ヒーレントに検出し得る（たとえば、これは、前に検出された基準信号に関する情報を記
憶するために本来ならば使用され得るメモリを温存することができる）。いずれの場合も
、説明したように、ダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２は、Ｔ
ＴＩ中に基準信号を検出することに少なくとも部分的に基づいて、ＴＴＩがダウンリンク
通信のために設定されることを検出することができる。同様に、一例では、ダウンリンク
／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２は、ＴＴＩ中に基準信号または関係する
パイロットシーケンスを検出しないことに少なくとも部分的に基づいて、ＴＴＩがダウン
リンク通信のために設定されない（たとえば、アップリンク通信のために設定される）こ
とを検出することができる。したがって、ダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポ
ーネント５１２は、ＴＴＩがダウンリンク通信に関連する１つまたは複数の基準信号を含
むかどうかを（非コヒーレントに）決定することに基づいて、設定可能ＴＴＩを切り替え
ることの通知を受信することができる。
【００６７】
　[0076]さらに、一例では、ブロック６０４において通知を受信する際に、ブロック６１
４において、ＵＥは、オプションにより、前の設定可能ＴＴＩ中に受信された１つまたは
複数の信号から物理レイヤチャネルを復号することに少なくとも部分的にさらに基づいて
、前の設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定されると決定する。ダウンリンク
／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２は、前の設定可能ＴＴＩ中に受信された
１つまたは複数の信号から物理レイヤチャネルを復号することに少なくとも部分的にさら
に基づいて、前の設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定されると決定すること
ができる。これは、設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信からアップリンク通信に切り替え
られるという通知を暗黙的に受信するように、設定可能ＴＴＩがブロック６１０において
１つまたは複数の基準信号を含まないことを検出する前に、行われていることがある。別
の例では、ダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２は、本明細書で
さらに説明するように、前の設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定されたこと
を確認するために、追加または代替として、ｅＮＢ５０４から受信された信号中の知られ
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ている物理レイヤチャネルを復号することを試みることができる。一例では、ダウンリン
ク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２は、前の設定可能ＴＴＩがダウンリン
ク通信に対応したことを確認するために、受信されたＣＲＳに基づいて、物理制御フォー
マットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）など、物理レイヤチャネルを復号すること
を試みることができる。
【００６８】
　[0077]いずれの場合も、設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信からアップリンク通信に切
り替えることの明示的または暗黙的通知を受信することに基づいて、通信コンポーネント
３６１は、トランシーバ５０６または関係するリソース（たとえば、アンテナ、モデムプ
ロセッサなど、アンテナを動作させることができる１つまたは複数のプロセッサ５０３な
ど）を受信モードから送信モードに切り替えることができる。別の例では、通信コンポー
ネント３６１は、本明細書で説明するように、スリープモードに入ることができ、これは
、設定可能ＴＴＩがアップリンク通信のために設定されることを検出することに基づいて
、ある時間期間の間、トランシーバ５０６、関係するプロセッサ（たとえば、モデムプロ
セッサ）、アンテナなどの１つまたは複数のコンポーネントを非アクティブにすることを
含み得る。ＵＥ５０２がｅＮＢ５０４と通信するようにスケジュールされない場合、たと
えば、これは、リソースを温存し、ＵＥ５０２の電力消費を低下させることができる。
【００６９】
　[0078]ブロック６１６において、ＵＥは、通知に少なくとも部分的に基づいて、設定可
能ＴＴＩの間にアップリンク通信をネットワークエンティティに送信する。たとえば、説
明したように、送信モードにあるトランシーバ５０６を用いて、通信コンポーネント３６
１は、通知に少なくとも部分的に基づいて設定可能ＴＴＩの間にアップリンク通信をネッ
トワークエンティティ（たとえば、ｅＮＢ５０４）に送信することができる。たとえば、
アップリンクデータバーストにおける第１のＴＴＩ（たとえば、および／または専用アッ
プリンクＴＴＩ）は、ＣＳＩ報告、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック、ＳＲなどのアップ
リンク制御情報をｅＮＢ５０４に送信するためにスケジュールされたおよび／またはスケ
ジュールされていないＵＥ５０２によって使用され得る。したがって、この例では、アッ
プリンク制御情報の少なくとも一部を送信するためのスケジューリングは、ＵＥ５０２が
（たとえば、上記で説明したように、リソース許可または他のインジケータ５８０に基づ
いて）設定可能ＴＴＩの、アップリンク通信への切替えを検出することができ、したがっ
て、設定可能ＴＴＩ中に制御データを送信することができるので、ｅＮＢ５０４に必要と
されないことがある。これは、さらに、制御データ通信のための明示的リソース許可が必
要とされないことがあるので、リソースを温存し、レイテンシを低減することができる。
しかしながら、この例では、制御チャネルリソースは、第１のアップリンクＴＴＩ中に（
たとえば、ｅＮＢ５０４からの初期リソース許可などにおいて）制御データを通信するた
めにＵＥ５０２に半静的に割り振られ得るが、アップリンクバーストの第１のアップリン
クＴＴＩ中の制御データの各送信のために必要とされないことがあることを諒解されたい
。
【００７０】
　[0079]さらに、アップリンク通信への切替えが、ＵＥ５０２によって受信されたリソー
ス許可の一部である場合、通信コンポーネント３６１は、アップリンクデータバーストに
おいて追加のアップリンク通信をＵＥ５０２に送信することができる。たとえば、通信コ
ンポーネント３６１は、アップリンクデータバーストが終了するまで（たとえば、本明細
書でさらに説明するように、ｅＮＢ５０４からの明示的指示によってなのか、ダウンリン
ク通信に切り替えるまでのアップリンクデータバーストに関係するＴＴＩの数の指示によ
ってなのか、ｅＮＢ５０４から１つまたは複数のダウンリンク信号を受信することに基づ
いて切替えを検出することによってなのかなどにかかわらず、ｅＮＢ５０４が、設定可能
ＴＴＩをアップリンク通信からダウンリンク通信に切り替えることを示すまで）ｅＮＢ５
０４に送信し続けることができる。
【００７１】
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　[0080]図７に、同じく、ダウンリンク通信およびアップリンク通信のために設定された
ＴＴＩ間の動的切替えを可能にするフレーム構造に基づいて、（たとえば、ＵＥによって
）ネットワークエンティティと通信するための例示的な方法７００を示す。図６に関して
上記で説明したように、ブロック６０２において、ＵＥは、オプションにより、フレーム
内でダウンリンク通信とアップリンク通信との間の設定可能ＴＴＩの動的切替えを可能に
するフレーム構造を使用して、ネットワークエンティティと通信する。図６に関して上記
で説明したように、ブロック６０４において、ＵＥは、設定可能ＴＴＩをダウンリンク通
信からアップリンク通信に切り替えることの通知をネットワークエンティティから受信す
る。図６に関して上記で説明したように、ブロック６１６において、ＵＥは、通知に少な
くとも部分的に基づいて、設定可能ＴＴＩの間にアップリンク通信をネットワークエンテ
ィティに送信する。
【００７２】
　[0081]ブロック７０２において、ＵＥは、オプションにより、通知に少なくとも部分的
に基づいて、ダウンリンク通信のために切り替えられるべき第１の設定可能ＴＴＩを決定
する。たとえば、ダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２は、通知
に少なくとも部分的に基づいて、ダウンリンク通信のために切り替えられるべき第１の設
定可能ＴＴＩを決定することができる。説明したように、ダウンリンク／アップリンク切
替え指示コンポーネント５２２は、（たとえば、ブロック６０４において）通信コンポー
ネント３６１によって受信されたようなダウンリンク通信からアップリンク通信に切り替
えることの通知を与えるために使用されるのと同じインジケータであり得る、１つまたは
複数のインジケータを使用して、設定可能ＴＴＩ中の、アップリンクからダウンリンクへ
の切替えを示し得る。たとえば、リソース許可生成コンポーネント５２０は、ＵＥ５０２
に与えられたアップリンクリソース許可のバースト長（たとえば、ここで、バースト長は
いくつかのＴＴＩに対応することができる）、通信がその間にダウンリンクに戻って切り
替えられるＴＴＩのインデックスなどを指定することができる。別の例では、ダウンリン
ク／アップリンク切替え指示コンポーネント５２２は、ダウンリンク通信に戻る切替えが
いつ行われるかを示す（たとえば、Ｌ１シグナリングにおける）１つまたは複数のパラメ
ータ（たとえば、アップリンクバーストのバースト長、通信がその間にダウンリンクに戻
って切り替えられるＴＴＩのインデックスなど）をも含むように、ダウンリンクからアッ
プリンクへの切替えの他のインジケータ（たとえば、ヘッドアップビットを搬送するＴＴ
Ｉ）を生成し得る。したがって、いずれの場合も、ダウンリンク／アップリンク切替え検
出コンポーネント５１２は、アップリンクリソース許可または他のインジケータ５８０中
で受信された１つまたは複数のパラメータに基づいて、（たとえば、ダウンリンクバース
トのための）設定可能ＴＴＩ中の、アップリンク通信からダウンリンク通信への切替えを
検出することができる。
【００７３】
　[0082]別の例では、スケジューリングコンポーネント３０２は、必ずしもＵＥ５０２ま
たは１つまたは複数の他のＵＥにダウンリンクへの切替えを示すことなしに、ダウンリン
ク信号５０９を送信することを開始し得る。したがって、たとえば、ダウンリンク／アッ
プリンク切替え検出コンポーネント５１２は、本明細書でさらに説明するように、１つま
たは複数のダウンリンク信号を受信することに基づいて切替えを検出することができる。
したがって、一例では、ブロック７０２においてダウンリンク通信のために切り替えられ
るべき第１の設定可能ＴＴＩを決定する際に、ブロック７０４において、ＵＥは、アップ
リンク通信がそれにわたって送信される少なくとも１つのＴＴＩに続く１つまたは複数の
設定可能ＴＴＩ中にネットワークエンティティからの信号を監視し、基準信号を検出する
ことまたはダウンリンク制御チャネルを復号することに基づいて、ダウンリンク通信に戻
る１つまたは複数の設定可能ＴＴＩの切替えを決定し得る。たとえば、基準信号監視コン
ポーネント５１４は、アップリンク通信が（たとえば、ＵＥ５０２によって）それにわた
って送信される少なくとも１つのＴＴＩに続く１つまたは複数の設定可能ＴＴＩ中にネッ
トワークエンティティからの信号（たとえば、ｅＮＢ５０４からの基準信号）を監視する
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ことができ、基準信号を検出することまたはダウンリンク制御チャネルを復号することに
基づいて、ダウンリンク通信に戻る１つまたは複数の設定可能ＴＴＩの切替えを決定する
ことができる。
【００７４】
　[0083]たとえば、ダウンリンク通信からアップリンク通信への決定された切替えに続い
て、ダウンリンク基準信号がｅＮＢ５０４から検出される場合、これは、（たとえば、ダ
ウンリンク基準信号が設定可能ＴＴＩ中で受信され、および／または専用ダウンリンクＴ
ＴＩ中で受信されない場合）設定可能ＴＴＩ中の、アップリンク通信から戻るダウンリン
ク通信への切替えを示し得る。たとえば、ＵＥ５０２がｅＮＢ５０４によってスケジュー
ルされるが、ダウンリンク通信への切替えがいつ行われるかの指示を受信しない場合、通
信コンポーネント３６１は、ｅＮＢ５０４から受信されたそれのアップリンクリソース許
可に従って、１つまたは複数のアップリンクＴＴＩにわたってそれのアップリンクデータ
情報を送信することができ、次いで、基準信号監視コンポーネント５１４は、設定可能Ｔ
ＴＩがいつアップリンク通信から戻ってダウンリンク通信に切り替えられるかを決定する
ためにｅＮＢ５０４からのダウンリンク基準信号を監視することを開始することができる
。これは、通信コンポーネント３６１が、アップリンクデータ情報を送信することに続い
て基準信号を監視するために、トランシーバ５０６を受信モードに切り替えることを含み
得る。別の例では、ＵＥ５０２がｅＮＢ５０４によってまったくスケジュールされない場
合、通信コンポーネント３６１は、場合によっては、示されたアップリンクデータバース
トにおいて第１のアップリンクＴＴＩにわたってアップリンク制御情報を送信することが
でき、次いで、基準信号監視コンポーネント５１４は、設定可能ＴＴＩがいつアップリン
ク通信から戻ってダウンリンク通信に切り替えられるかを決定するためにｅＮＢ５０４か
らのダウンリンク基準信号を監視することを開始することができる。この場合も、これは
、通信コンポーネント３６１が、アップリンク制御情報またはそれ以外を送信した後に基
準信号を監視するために、トランシーバ５０６を受信モードに切り替えることを含み得る
。
【００７５】
　[0084]一例では、この点についてｅＮＢ５０４からの信号を監視することは、所与のＴ
ＴＩがダウンリンクであるのかアップリンクであるのかをブラインド検出することを可能
にすることができる。上記で説明したように、ｅＮＢ５０４は、パイロットシーケンスに
従って、ＣＲＳなどの基準信号を送信することができる。この例では、ブロック７０４に
おいて信号を監視することは、知られているまたは学習されたパイロットシーケンスを有
する信号を監視することを含み得る。一例では、基準信号監視コンポーネント５１４は、
前のダウンリンクＴＴＩ中にｅＮＢ５０４から受信された基準信号を観測することができ
、（たとえば、ｅＮＢ５０４から受信された基準信号のチャネル推定値に基づいて）利用
されるパイロットシーケンスを検出することができる。基準信号監視コンポーネント５１
４は、したがって、検出されたパイロットシーケンスに基づいて、後続のダウンリンクＴ
ＴＩ中に基準信号を検出することを試みることができる。さらに、一例では、基準信号監
視コンポーネント５１４は、設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために切り替えられる
ことを確認するために、ダウンリンク制御チャネル（たとえば、物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ＰＤＣＣＨ）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）ま
たは同様のチャネル）など、後続の受信された信号中の知られている物理レイヤチャネル
を、受信された基準信号（たとえば、ＣＲＳ）に基づいて復号することを試みることがで
きる。
【００７６】
　[0085]いずれの場合も、切り替えられるべき第１の設定可能ＴＴＩがブロック７０２に
おいて決定される場合、通信コンポーネント３６１は、説明したように、ｅＮＢ５０４か
らダウンリンク信号５０９を受信するためにトランシーバ５０６を受信モードに切り替え
ることができる。したがって、ブロック７０６において、ＵＥは、オプションにより、第
１の設定可能ＴＴＩ中にネットワークエンティティから制御データを受信する。通信コン
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ポーネント３６１は、第１の設定可能ＴＴＩ中にネットワークエンティティ（たとえば、
ｅＮＢ５０４）から制御データを受信することができる。説明したように、これは、ｅＮ
Ｂ５０４からの制御データを含み得る、ｅＮＢ５０４からのダウンリンク信号５０９を受
信することを含むことができる。一例では、制御データは、ＵＥ５０２のためのリソース
許可および／またはＴＴＩがアップリンク通信のために戻っていつ切り替えられるかの指
示を示し得る。いずれの場合も、たとえば、通信コンポーネント３６１は、１つまたは複
数のＴＴＩ中にダウンリンク信号５０９を受信し続けることができ、したがって、方法７
００は、設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信からアップリンク通信に切り替えることの別
の通知を受信するために６０４に進むことができ、以下同様である。言い換えれば、ダウ
ンリンク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２は、上記で説明した技法を使用
してｅＮＢ５０４との通信を同期させるために、設定可能ＴＴＩ中の、ダウンリンク通信
からアップリンク通信への切替えと、アップリンク通信からダウンリンク通信への切替え
とを検出し続けることができる。
【００７７】
　[0086]図８に、設定可能ＴＴＩがアップリンク通信のために設定されるのか、ダウンリ
ンク通信のために設定されるのかを（たとえば、ＵＥによって）決定するための例示的な
方法８００を示す。ブロック８０２において、ＵＥは、１つまたは複数の基準信号につい
て１つまたは複数の設定可能ＴＴＩを監視する。基準信号監視コンポーネント５１４は、
１つまたは複数の基準信号について１つまたは複数の設定可能ＴＴＩを監視することがで
きる。説明したように、たとえば、基準信号監視コンポーネント５１４は、パイロット信
号および／または基準信号に対応することが知られている１つまたは複数のパイロットシ
ーケンスを監視することができる。一例では、基準信号監視コンポーネント５１４は、（
たとえば、デンスまたはスパースパイロット構成に従って）前のＴＴＩ中に（たとえば、
ｅＮＢ５０４から）パイロット信号を受信することができ、後続のＴＴＩ中に受信された
同様の基準信号を検出するためにパイロット信号を利用することができる。基準信号監視
コンポーネント５１４は、したがって、ｅＮＢ５０４によって送信された１つまたは複数
の基準信号のためのパイロットシーケンスを決定することができ、後続の設定可能ＴＴＩ
中に１つまたは複数の基準信号のコヒーレント検出を試みるためにパイロットシーケンス
を利用することができる。別の例では、基準信号監視コンポーネント５１４は、前のＴＴ
Ｉ中に同様の基準信号を検出することなしに、ＴＴＩ中に基準信号を非コヒーレントに検
出することができる。
【００７８】
　[0087]ブロック８０４において、ＵＥは、１つまたは複数の基準信号がＴＴＩ中に検出
されるかどうかを決定し得る。基準信号監視コンポーネント５１４は、１つまたは複数の
基準信号がＴＴＩ中に検出されるかどうかを決定することができる。説明したように、こ
れは、基準信号のパイロットシーケンスを検証すること、信号が基準信号であると決定す
るためにチャネル推定を実行することなどに基づき得る。
【００７９】
　[0088]ブロック８０４において１つまたは複数の基準信号がＴＴＩ中に検出された場合
、ブロック８０６において、ＵＥは、設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定さ
れると決定する。ダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２は、１つ
または複数の基準信号がＴＴＩ中に検出された場合、ＴＴＩがダウンリンク通信のために
設定されると決定することができる。基準信号は、上記で説明したように、ＣＲＳなどの
ダウンリンク基準信号に対応することができる。したがって、ブロック８０８において、
ＵＥは、設定可能ＴＴＩの間にダウンリンク通信を受信する。通信コンポーネント３６１
は、設定可能ＴＴＩの間に（たとえば、ｅＮＢ５０４から）ダウンリンク通信を受信する
ことができる。８０４において１つまたは複数の基準信号が検出されたとき、トランシー
バ５０６がアップリンク通信のために構成される場合、ブロック８０８においてダウンリ
ンク通信を受信することは、通信コンポーネント３６１が、ＴＴＩの間にダウンリンク信
号を受信するためにトランシーバ５０６および／または関係するリソース（たとえば、モ
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デムプロセッサ、アンテナなど）を切り替えることをも含み得ることを諒解されたい。
【００８０】
　[0089]ブロック８０４において１つまたは複数の基準信号がＴＴＩ中に検出されなかっ
た場合、ブロック８１０において、ＵＥは、設定可能ＴＴＩがアップリンク通信のために
設定されると決定する。ダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２は
、１つまたは複数の基準信号がＴＴＩ中に検出されなかった場合、ＴＴＩがアップリンク
通信のために設定されると決定することができる。したがって、ブロック８１２において
、ＵＥは、設定可能ＴＴＩの間にアップリンク通信を送信するか、またはブロック８１４
において、１つまたは複数のＴＴＩの間にスリープモードに入る。通信コンポーネント３
６１は、設定可能ＴＴＩの間にアップリンク通信を送信し、および／または１つまたは複
数のＴＴＩの間にスリープモードに入ることができる。たとえば、ブロック８１２におい
てアップリンク通信を送信することは、通信コンポーネント３６１が、少なくとも、アッ
プリンク通信のために設定されると決定された第１の設定可能ＴＴＩ中にアップリンク制
御通信（たとえば、半静的に割り当てられたリソース上で送信され得る、ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ、ＣＳＩ、ＳＲなど）を送信することを含むことができる。さらに、一例では、ブロッ
ク８０４においてスリープモードに入ることは、１つまたは複数のＴＴＩの間にＵＥ５０
２の１つまたは複数のリソース（たとえば、トランシーバ５０６またはそのコンポーネン
ト、モデムプロセッサ、アンテナなど）を中断するか、または非アクティブにすることを
含み得る。たとえば、これは、ＴＴＩがアップリンク通信のために設定されると決定され
た場合、ＵＥ５０２がアップリンクリソース許可を受信しなかったか、またはｅＮＢ５０
４に送信することを終了された場合などに、行われ得る。８０４において１つまたは複数
の基準信号が検出されなかったとき、トランシーバ５０６がダウンリンク通信のために構
成される場合、ブロック８１２においてダウンリンク通信を送信することおよび／または
ブロック８１４においてスリープモードに入ることは、通信コンポーネント３６１が、Ｔ
ＴＩの間にアップリンク信号を送信するためにトランシーバ５０６および／または関係す
るリソース（たとえば、モデムプロセッサ、アンテナなど）を切り替えることをも含み得
ることを諒解されたい。
【００８１】
　[0090]いずれの場合も、方法８００は、設定可能ＴＴＩがアップリンク通信のために設
定されるのか、ダウンリンク通信のために設定されるのかを決定するために、１つまたは
複数の基準信号について設定可能ＴＴＩを監視し続けるために、ブロック８０８または８
１２／８１４からブロック８０２まで進むことができる。
【００８２】
　[0091]図９に、１つまたは複数の設定可能ＴＴＩのためのダウンリンク通信とアップリ
ンク通信との間の切替えを（たとえば、ｅＮＢによって）示すための例示的な方法９００
を示す。ブロック９０２において、ｅＮＢは、フレーム内でアップリンク通信とダウンリ
ンク通信との間の設定可能ＴＴＩの動的切替えを可能にするフレーム構造を使用して、Ｕ
Ｅと通信する。スケジューリングコンポーネント３０２（図５）は、フレーム内でアップ
リンク通信とダウンリンク通信との間の設定可能ＴＴＩの動的切替えを可能にするフレー
ム構造を使用して、ＵＥ（たとえば、ＵＥ５０２）と通信することができる。一例では、
リソース許可生成コンポーネント５２０は、説明したように、スケジューリングコンポー
ネント３０２がＵＥ５０２に通信を送信し、および／またはＵＥ５０２から通信を受信す
るために使用することができるフレーム構造に基づいて指定されたリソースを用いてＵＥ
５０２を構成することができる。さらに、たとえば、スケジューリングコンポーネント３
０２は、ダウンリンク通信のために設定された設定可能ＴＴＩ、専用ダウンリンクＴＴＩ
などにわたってダウンリンク基準信号または他の信号を送信することができる。一例では
、フレーム構造は、専用ダウンリンクＴＴＩ、アップリンク通信またはダウンリンク通信
のいずれかのために設定可能なＴＴＩ、および／または専用アップリンクＴＴＩを含むフ
レーム構造４００（図４）と同様であり得る。
【００８３】
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　[0092]ブロック９０４において、ｅＮＢは、設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信からア
ップリンク通信に切り替えると決定し得る。スケジューリングコンポーネント３０２は、
設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信からアップリンク通信に切り替えると決定することが
できる。説明したように、たとえば、スケジューリングコンポーネント３０２は、ｅＮＢ
５０４における負荷、ｅＮＢ５０４におけるパケットのための遅延要件などを示すパラメ
ータなど、ｅＮＢ５０４の１つまたは複数のパラメータ、ＵＥ５０２のバッファステータ
ス、サービス品質、サブスクリプションレベルなどを示すパラメータなど、ＵＥ５０２の
１つまたは複数のパラメータ、ダウンリンク通信とアップリンク通信との間でそれにわた
って切り替えるべき時間間隔、ＵＥ５０２におけるパケットのための遅延要件などに関す
る１つまたは複数のパラメータなどに少なくとも部分的に基づいて、設定可能ＴＴＩをダ
ウンリンク通信からアップリンク通信に切り替えると決定することができる。したがって
、たとえば、スケジューリングコンポーネント３０２は、所望のダウンリンクまたはアッ
プリンクレイテンシを達成するために、設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信からアップリ
ンク通信におよび／またはその逆に切り替えると決定し得る。別の例では、ｅＮＢ５０４
は、ダウンリンク通信からアップリンク通信に切り替えるために、１つまたは複数のネッ
トワークコンポーネントからの命令および／またはＵＥ５０２などのＵＥからの要求（た
とえば、ＳＲ）を受信し得る。
【００８４】
　[0093]ブロック９０６において、ＵＥは、切替えの指示をＵＥに送信する。ダウンリン
ク／アップリンク切替え指示コンポーネント５２２は、切替えの指示をＵＥ（たとえば、
ＵＥ５０２）に送信することができる。たとえば、切替えは、上記で説明したように、明
示的または暗黙的インジケータ（たとえば、リソース許可または他のインジケータ５８０
、１つまたは複数の基準信号など）を含み得る。一例では、ブロック９０６において切替
えの指示を送信する際に、ブロック９０８において、ｅＮＢは、オプションにより、アッ
プリンクリソース許可において指示をＵＥに送信する。リソース許可生成コンポーネント
５２０は、指示を含むようにＵＥ５０２のためのアップリンクリソース許可を生成するこ
とができ、したがって、スケジューリングコンポーネント３０２は、アップリンクリソー
ス許可において指示をＵＥ５０２に送信することができる。したがって、たとえば、アッ
プリンクリソース許可の受信は、切替えがいつ行われるべきか（たとえば、次いで切替え
が行われるべきであるＴＴＩの明示的指示、許可を受信した後の示されるまたは知られて
いるＴＴＩの数など）を示すことができる。別の例では、説明したように、ブロック９０
６において指示を送信することは、スケジューリングコンポーネント３０２が別のインジ
ケータ（たとえば、切替えのヘッドアップインジケータ）をＵＥ５０２に送信することを
含み得る。この点について、たとえば、インジケータは、アップリンク通信への切替えが
次の設定可能ＴＴＩ中に行われるべきであることを示すことができ、および／または切替
えが行われるべきである後続のＴＴＩを明示的に示すことができる。
【００８５】
　[0094]ブロック９１２において、ｅＮＢは、オプションにより、設定可能ＴＴＩをアッ
プリンク通信からダウンリンク通信に切り替えると決定する。スケジューリングコンポー
ネント３０２は、設定可能ＴＴＩをアップリンク通信からダウンリンク通信に切り替える
と決定することができる。説明したように、たとえば、スケジューリングコンポーネント
３０２は、所望のアップリンクおよび／またはダウンリンクレイテンシなどを達成するよ
うに、ｅＮＢ５０４の１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて、設定
可能ＴＴＩをダウンリンク通信からアップリンク通信に切り替えると決定することができ
る。
【００８６】
　[0095]ブロック９１４において、ＵＥは、切替えの指示をＵＥに送信する。スケジュー
リングコンポーネント３０２は、切替えの指示をＵＥ５０２に送信することができる。説
明したように、たとえば、アップリンクリソース許可または他のインジケータ５８０にお
いて送信された指示は、ＴＴＩがいつダウンリンク通信に戻って切り替えられるかの指示
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をも含み得る。たとえば、指示は、説明したように、ダウンリンク通信に戻る切替えがア
ップリンクリソース許可の後に行われるべきであることを示すことができる、アップリン
クリソース許可のサイズ、またはダウンリンク通信に戻る切替えの別の指示（たとえば、
切替えがその間に行われるべきであるＴＴＩのインデックス、切替えがその後に行われる
べきであるＴＴＩの数など）を含み得る。同様に、スケジュールされていないＵＥ（およ
び／または別の例におけるスケジュールされたＵＥ）について、ダウンリンクアップリン
ク切替え指示コンポーネント５２２は、アップリンク通信への切替えがいつ行われるべき
かを識別する他のインジケータ（たとえば、ヘッドアップインジケータ）を生成すること
ができる。さらに、一例では、インジケータはまた、ダウンリンク通信に戻る切替えが行
われるべきであるＴＴＩが識別され得るように、アップリンクデータバーストのバースト
長、切替えがその間に行われるべきであるＴＴＩのインデックスなどを指定し得る。
【００８７】
　[0096]別の例では、説明したように、スケジューリングコンポーネント３０２は、スケ
ジューリングコンポーネント３０２が、設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信に切り替える
と決定したとき、ダウンリンク基準信号および／または（リソース許可生成コンポーネン
ト５２０によって生成された）ダウンリンク許可を送信することができる。これは、ＵＥ
５０２および／または他のＵＥへの明示的通知なしに行われ得る。ＵＥ５０２は、したが
って、上記で説明したように、基準信号の受信を検出すること、基準信号に基づいて１つ
または複数の制御チャネルを復号することなどによって、切替えを決定することができる
。したがって、一例では、ブロック９１４において切替えの指示をＵＥに送信する際に、
ブロック９１６において、ＵＥは、ダウンリンクＴＴＩを示すためにＣＲＳをもつデンス
パイロット信号を送信する。スケジューリングコンポーネント３０２は、ダウンリンクＴ
ＴＩを示すためにＣＲＳをもつデンスパイロット信号を送信することができる。たとえば
、スケジューリングコンポーネント３０２は、ＵＥ５０２による改善された受信および検
出を可能にするために、複数のサブキャリア（たとえば、ｅＮＢ５０４と通信するために
ＵＥ５０２によって利用される帯域幅中のすべての利用可能なサブキャリア）を使用して
デンスパイロット信号を送信することができ、これは、ダウンリンクバーストの第１のＴ
ＴＩ中に行われ得る。これは、上記で説明したように、ダウンリンク通信への切替えを検
出するためにＣＲＳが１つまたは複数の設定可能ＴＴＩ中に存在するかどうかをその後決
定するためのＣＲＳのパイロットシーケンスを決定するために、ＵＥ５０２が、デンスパ
イロット信号に基づいて１つまたは複数のＣＲＳの初期チャネル推定を実行するのを支援
することができる。
【００８８】
　[0097]図１０に、本明細書で説明するように、動的ＴＤＤフレーム構造（たとえば、図
４中のフレーム構造４００）中のアップリンク通信またはダウンリンク通信のために設定
されたようなＴＴＩを有する通信タイムライン１０００の一例を示す。タイムライン１０
００は、上記で説明したように、ＵＥ５０２とｅＮＢ５０４との間の通信のために使用さ
れ得る。たとえば、場合によっては、タイムライン１０００は、アップリンク信号５０８
および／またはダウンリンク信号５０９などの信号を含む。タイムライン１０００上に示
されるパイロット送信は、説明したように、ＴＴＩがアップリンク通信のために設定され
るのか、ダウンリンク通信のために設定されるのか（たとえば、および／または通信がＴ
ＴＩ中にアップリンクバーストからダウンリンクバーストに、またはその逆に切り替えら
れたかどうか）を決定するために、（たとえば、基準信号監視コンポーネント５１４を使
用して）ＵＥ５０２によって使用され得る。
【００８９】
　[0098]タイムライン１０００は、説明したように、ダウンリンク通信のために設定また
は専用化され得る１つまたは複数のＴＴＩにわたるダウンリンク（ＤＬ）バースト１００
５－ａを含み得る。ＤＬバースト１００５－ａは、プリアンブルＤＬシンボル１０１０－
ａと通常ＤＬシンボル１０１５－ａとを含むことができる。いくつかの例では、通常ＤＬ
シンボル１０１５－ａは通常パイロット信号（たとえば、ＣＲＳまたは他の基準信号）を
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含み得、プリアンブルＤＬシンボル１０１０－ａはデンスパイロット信号（たとえば、説
明したように、使用可能帯域幅中の、ＣＲＳトーンなどの複数の埋込み基準信号トーン）
を含み得る。デンスパイロットは、説明したように、ＵＥ５０２における改善されたベー
スラインチャネル推定を可能にするために、ＤＬバースト１００５－ａの最初に送られ得
る。タイムライン１０００は、第２のＤＬバースト１００５－ｂをも含み得、これは、場
合によっては、ＵＥ５０２への前のシグナリングなしに（たとえば、設定可能ＴＴＩがダ
ウンリンク通信に切り替えられるという明示的指示なしに）送られ得る。ＤＬバースト１
００５－ｂは、ＤＬバースト１００５－ａと同様に、プリアンブルＤＬシンボル１０１０
－ｂと通常パイロットシンボル１０１５－ｂとを含み得る。タイムライン１０００は、Ｕ
Ｌバースト４２０－ａとＵＬバースト４２０－ｂとをも含み得、これらは、ＵＥ（たとえ
ば、ＵＥ５０２）が、ＵＥに与えられたアップリンクリソース許可に基づいてアップリン
ク信号５０８をｅＮＢ５０４に送信することに関係することができる。ＤＬバースト４０
５－ｂはＵＬバースト（たとえば、ＵＬバースト４２０－ａ）の後に受信され得るか、ま
たは、それはＤＬバースト４０５－ａの直後に受信され得る（図示せず）。
【００９０】
　[0099]受信の順序に関係なく、ＵＥ５０２（たとえば、ダウンリンク／アップリンク切
替え検出コンポーネント５１２）は、（たとえば、基準信号の前の構成または観測に基づ
いて）それのパイロットシーケンスが知られているパイロット信号（たとえば、基準信号
）の検出に少なくとも部分的に基づいて、ＴＴＩがアップリンク通信のために設定される
のか、ダウンリンク通信のために設定されるのかを決定し得る。たとえば、プリアンブル
ＤＬシンボル１０１０－ａはＣＲＳを含み得、ＣＲＳの存在は、ＤＬバースト１００５－
ａがＤＬバーストであることをＵＥ５０２に示し得る。いくつかの例では、ＵＥ５０２（
たとえば、ダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２）は、知られて
いる物理レイヤチャネル（たとえば、ＰＤＣＣＨ、ＰＣＦＩＣＨなど）を復号することに
よって、ＤＬバースト１０１０－ａのブラインド検出を確認し得る。ＵＬバースト１０２
０－ａは、それのパイロットシーケンスが知られている基準信号（たとえば、ＣＲＳ）を
含まないことがある。したがって、ＵＥ５０２は、（たとえば、パイロットシーケンスの
不在に基づいて）基準信号の不在を検出し、ＵＬバースト１０２０－ａがＵＬバーストで
ある（したがって、関係するＴＴＩがアップリンクＴＴＩである）と決定し得る。
【００９１】
　[00100]図１１に、本明細書で説明するように、ＴＴＩが、動的ＴＤＤフレーム構造（
たとえば、図４中のフレーム構造４００）中のアップリンク通信のために設定されるのか
、ダウンリンク通信のために設定されるのかのブラインド検出のための、通常ＤＬシンボ
ル１１１５－ｃの拡大図を含むＤＬバーストパイロットパターン１１００の一例を示す。
ＤＬバースト１１０５－ｃは、上記で説明したように、ＵＥ５０２とｅＮＢ５０４との間
の通信のために使用され得、図１０を参照しながら説明したように、ＤＬバースト１００
５－ａおよびＤＬバースト１００５－ｂの一態様であり得る。
【００９２】
　[00101]ＤＬバーストパイロットパターン１１００は、パイロットトーン１１２５の例
示的なロケーションを表すＤＬバースト１１０５－ｃの時間および周波数リソース要素の
一例を含み得る。たとえば、第１のアンテナのためのパイロットトーンは、各ＴＴＩ（た
とえば、シンボル）中に一定の間隔で離間したトーン上で（この例では２５個のトーンご
とに）送信され得、ここで、パイロットトーンのインデックス（オフセット）は、シンボ
ルごとに一定の量（この例では３つのトーン）だけシフトされ得る。パターンはＮ個のシ
ンボルごとに繰り返され得、ここで、Ｎは正の整数（たとえば、この例では２５個のシン
ボル）である。異なる送信アンテナのためのパイロットは、異なるトーンロケーション上
で送信され得る。ＤＬバーストパイロットパターン１１０２は、ＤＬバースト１１０５に
おけるパイロット送信のための１つの可能なパターンを表すが、他のパイロットパターン
も使用され得る。
【００９３】
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　[00102]一例では、ＵＥ５０２は、（たとえば、ＤＬバーストパイロットパターン１１
００の一部としての）パイロット送信について、ｅＮＢ５０４からのワイヤレスチャネル
を監視し得る。場合によっては、ＵＥ５０２（たとえば、基準信号監視コンポーネント５
１４）は、パイロットシーケンスを検出し得、（たとえば、ダウンリンク／アップリンク
切替え検出コンポーネント５１２によって）送信がＤＬ送信（たとえば、ＤＬバースト１
１０５－ｃ）であり、したがって、対応するＴＴＩがダウンリンク通信のために設定され
ると決定し得る。ダウンリンク／アップリンク切替え検出コンポーネント５１２はまた、
（たとえば、パイロットシーケンスに対応する基準信号に基づいて）ＴＴＩ中または後続
のＴＴＩ中に知られている物理レイヤＤＬチャネルを復号することによって、ＴＴＩがダ
ウンリンク通信のために設定されることを検証し得る。別の例では、ダウンリンク／アッ
プリンク切替え検出コンポーネント５１２は、ＴＴＩの間にワイヤレスチャネル上のパイ
ロットシーケンスの不在を識別し得、ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定されない（
たとえば、ＴＴＩがアップリンク通信のために設定される）と決定し得る。
【００９４】
　[00103]開示したプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手法
の一例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス中のステップの特
定の順序または階層は再構成され得ることを理解されたい。さらに、いくつかのステップ
は組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップの要
素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定される
ものではない。
【００９５】
　[00104]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施することができ
るようにするために提供したものである。これらの態様への様々な変更は当業者には容易
に明らかであり、本明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって
、特許請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、クレーム文言
に矛盾しない全範囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は、
そのように明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまた
は複数の」を意味するものである。別段に明記されていない限り、「いくつか（some）」
という用語は１つまたは複数を指す。当業者に知られている、または後に知られることに
なる、本明細書で説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は、参
照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに
、本明細書で開示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳
されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、
その要素が「ための手段」という句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプ
ラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレスネットワークにおいて動的アップリンクおよびダウンリンク送信時間間隔（
ＴＴＩ）切替えを使用して通信するための方法であって、
　　設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信からアップリンク通信に切り替えることの通知を
ネットワークエンティティから受信することと、ここにおいて、前記設定可能ＴＴＩが、
フレーム内でダウンリンク通信とアップリンク通信との間の設定可能ＴＴＩの動的切替え
を可能にするフレーム構造中の複数のＴＴＩのうちの１つである、
　　前記通知に少なくとも部分的に基づいて、前記設定可能ＴＴＩの間にアップリンク通
信を前記ネットワークエンティティに送信することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　送信することは、前記設定可能ＴＴＩ中に制御データを前記ネットワークエンティティ
に送信することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
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　前記制御データが、１つまたは複数の肯定応答または否定応答インジケータ、チャネル
状態情報報告、またはスケジューリング要求を含む、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記通知に少なくとも部分的に基づいて、アップリンクバーストにおけるアップリンク
通信のために設定された１つまたは複数の後続の設定可能ＴＴＩの間に、アップリンク通
信を前記ネットワークエンティティに送信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記通知が、後続の設定可能ＴＴＩをダウンリンクバーストのためのダウンリンク通信
に切り替える前に前記アップリンクバーストの長さを示すアップリンクリソース許可を含
む、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記通知が、ダウンリンク通信のために設定された前のＴＴＩ中のビットを含み、ここ
において、前記ビットは、後続の設定可能ＴＴＩがアップリンク通信のために設定される
べきであること、および／または複数の後続の設定可能ＴＴＩがアップリンクデータバー
ストのためのアップリンク通信のために設定されることを示す、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記通知に少なくとも部分的に基づいて、次のダウンリンクバーストのためのダウンリ
ンク通信のために切り替えられるべき第１の設定可能ＴＴＩを決定することと、
　前記第１の設定可能ＴＴＩ中に前記ネットワークエンティティから制御データを受信す
ることと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記設定可能ＴＴＩに関係するアップリンクデータバーストのバースト長に少なくとも
部分的に基づいて、次のダウンリンクバーストのためのダウンリンク通信のために切り替
えられるべき第１の設定可能ＴＴＩを決定することをさらに備え、ここにおいて、前記バ
ースト長が、前記設定可能ＴＴＩに関係するアップリンクリソース許可において指定され
る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記アップリンク通信がそれにわたって送信される前記設定可能ＴＴＩに続く１つまた
は複数の設定可能ＴＴＩ中に前記ネットワークエンティティからの信号を監視することと
、
　前記設定可能ＴＴＩに続く前記１つまたは複数の設定可能ＴＴＩ中にダウンリンク基準
信号を検出すること、または前記ダウンリンク基準信号を検出することに少なくとも部分
的に基づいてダウンリンク制御チャネルを復号することのうちの少なくとも１つに少なく
とも部分的に基づいて、ダウンリンク通信に戻る前記１つまたは複数の設定可能ＴＴＩの
切替えを決定することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　複数の設定可能ＴＴＩ中にアップリンク通信を送信することに続く、１つまたは複数の
設定可能ＴＴＩ中に前記ネットワークエンティティからの信号を監視することと、
　前記複数の設定可能ＴＴＩ中にアップリンク通信を送信することに続く、前記設定可能
ＴＴＩ中にダウンリンク基準信号を検出することに少なくとも部分的に基づいて、ダウン
リンク通信に戻る前記１つまたは複数の設定可能ＴＴＩの切替えを決定することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記通知を受信することは、
　　前の設定可能ＴＴＩ中に１つまたは複数の基準信号を検出することに少なくとも部分
的に基づいて、前記前の設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定される、と決定
することと、
　　前記設定可能ＴＴＩが前記１つまたは複数の基準信号を含まないことを検出すること
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に少なくとも部分的に基づいて、前記設定可能ＴＴＩがアップリンク通信のために設定さ
れる、と決定することと
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記設定可能ＴＴＩが前記１つまたは複数の基準信号を含まないことを検出することは
、
　　前記前の設定可能ＴＴＩ中に前記１つまたは複数の基準信号から取得されたチャネル
推定値を使用して、前記１つまたは複数の基準信号のパイロットシーケンスを検出するこ
とと、
　　前記１つまたは複数の基準信号の前記パイロットシーケンスが前記設定可能ＴＴＩ中
に存在しないと決定することと
　を備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記前の設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定されると決定することは、前
記前の設定可能ＴＴＩ中に受信された１つまたは複数の信号から物理レイヤチャネルを復
号することをさらに含む、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　ワイヤレスネットワークにおいて動的アップリンクおよびダウンリンク送信時間間隔（
ＴＴＩ）切替えを使用して通信するためのユーザ機器であって、
　　トランシーバと、
　　前記ワイヤレスネットワークにおいて信号を通信するためにバスを介して前記トラン
シーバに通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　　前記バスを介して前記少なくとも１つのプロセッサおよび／または前記トランシーバ
に通信可能に結合されたメモリと
　を備え、
　　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、
　　　前記トランシーバを介して、設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信からアップリンク
通信に切り替えることの通知をネットワークエンティティから受信することと、ここにお
いて、前記設定可能ＴＴＩが、フレーム内でダウンリンク通信とアップリンク通信との間
の設定可能ＴＴＩの動的切替えを可能にするフレーム構造中の複数のＴＴＩのうちの１つ
である、
　　　前記トランシーバを介して、前記通知に少なくとも部分的に基づいて、前記設定可
能ＴＴＩの間にアップリンク通信を前記ネットワークエンティティに送信することと
　を行うように動作可能である、ユーザ機器。
［Ｃ１５］
　前記アップリンク通信が、前記設定可能ＴＴＩ中に前記ネットワークエンティティに送
信された制御データに対応する、Ｃ１４に記載のユーザ機器。
［Ｃ１６］
　前記制御データが、１つまたは複数の肯定応答または否定応答インジケータ、チャネル
状態情報報告、またはスケジューリング要求を含む、Ｃ１５に記載のユーザ機器。
［Ｃ１７］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリが、前記通知に少なくとも部分的に
基づいて、アップリンクバーストにおけるアップリンク通信のために設定された１つまた
は複数の後続の設定可能ＴＴＩの間に、アップリンク通信を前記ネットワークエンティテ
ィに送信するようにさらに動作可能である、Ｃ１４に記載のユーザ機器。
［Ｃ１８］
　前記通知が、後続の設定可能ＴＴＩをダウンリンクバーストのためのダウンリンク通信
に切り替える前に前記アップリンクバーストの長さを示すアップリンクリソース許可を含
む、Ｃ１７に記載のユーザ機器。
［Ｃ１９］
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　前記通知が、ダウンリンク通信のために設定された前のＴＴＩ中のビットを含み、ここ
において、前記ビットは、後続の設定可能ＴＴＩがアップリンク通信のために設定される
べきであること、および／または複数の後続の設定可能ＴＴＩがアップリンクデータバー
ストのためのアップリンク通信のために設定されることを示す、Ｃ１４に記載のユーザ機
器。
［Ｃ２０］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリが、
　　前記通知に少なくとも部分的に基づいて、次のダウンリンクバーストのためのダウン
リンク通信のために切り替えられるべき第１の設定可能ＴＴＩを決定することと、
　　前記第１の設定可能ＴＴＩ中に前記ネットワークエンティティから制御データを受信
することと
　を行うようにさらに動作可能である、Ｃ１４に記載のユーザ機器。
［Ｃ２１］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリが、前記設定可能ＴＴＩに関係する
アップリンクデータバーストのバースト長に少なくとも部分的に基づいて、次のダウンリ
ンクバーストのためのダウンリンク通信のために切り替えられるべき第１の設定可能ＴＴ
Ｉを決定するようにさらに動作可能であり、ここにおいて、前記バースト長が、前記設定
可能ＴＴＩに関係するアップリンクリソース許可において指定される、Ｃ１４に記載のユ
ーザ機器。
［Ｃ２２］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、
　　前記アップリンク通信がそれにわたって送信される前記設定可能ＴＴＩに続く１つま
たは複数の設定可能ＴＴＩ中に前記ネットワークエンティティからの信号を監視すること
と、
　　前記設定可能ＴＴＩに続く前記１つまたは複数の設定可能ＴＴＩ中にダウンリンク基
準信号を検出すること、または前記ダウンリンク基準信号を検出することに少なくとも部
分的に基づいてダウンリンク制御チャネルを復号することのうちの少なくとも１つに少な
くとも部分的に基づいて、ダウンリンク通信に戻る前記１つまたは複数の設定可能ＴＴＩ
の切替えを決定することと
　を行うようにさらに動作可能である、Ｃ１４に記載のユーザ機器。
［Ｃ２３］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリが、
　　複数の設定可能ＴＴＩ中にアップリンク通信を送信することに続く、１つまたは複数
の設定可能ＴＴＩ中に前記ネットワークエンティティからの信号を監視することと、
　　前記複数の設定可能ＴＴＩ中にアップリンク通信を送信することに続く、前記設定可
能ＴＴＩ中にダウンリンク基準信号を検出することに少なくとも部分的に基づいて、ダウ
ンリンク通信に戻る前記１つまたは複数の設定可能ＴＴＩの切替えを決定することと
　を行うようにさらに動作可能である、Ｃ１４に記載のユーザ機器。
［Ｃ２４］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、少なくとも部分的に、
　　前の設定可能ＴＴＩ中に１つまたは複数の基準信号を検出することに少なくとも部分
的に基づいて、前記前の設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定される、と決定
することと、
　　前記設定可能ＴＴＩが前記１つまたは複数の基準信号を含まないことを検出すること
に少なくとも部分的に基づいて、前記設定可能ＴＴＩがアップリンク通信のために設定さ
れる、と決定することと
　によって前記通知を受信するように動作可能である、Ｃ１４に記載のユーザ機器。
［Ｃ２５］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、少なくとも部分的に、
　　前記前の設定可能ＴＴＩ中に前記１つまたは複数の基準信号から取得されたチャネル
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推定値を使用して、前記１つまたは複数の基準信号のパイロットシーケンスを検出するこ
とと、
　　前記１つまたは複数の基準信号の前記パイロットシーケンスが前記設定可能ＴＴＩ中
に存在しないと決定することと
　によって、前記設定可能ＴＴＩが前記１つまたは複数の基準信号を含まないことを検出
するように動作可能である、Ｃ２４に記載のユーザ機器。
［Ｃ２６］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、少なくとも部分的に、前記前の
設定可能ＴＴＩ中に受信された１つまたは複数の信号から物理レイヤチャネルを復号する
ことによって、前記前の設定可能ＴＴＩがダウンリンク通信のために設定されると決定す
るようにさらに動作可能である、Ｃ２４に記載のユーザ機器。
［Ｃ２７］
　ワイヤレスネットワークにおいて動的アップリンクおよびダウンリンク送信時間間隔（
ＴＴＩ）切替えを使用して通信するためのユーザ機器であって、
　　設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信からアップリンク通信に切り替えることの通知を
ネットワークエンティティから受信するための手段と、ここにおいて、前記設定可能ＴＴ
Ｉが、フレーム内でダウンリンク通信とアップリンク通信との間の設定可能ＴＴＩの動的
切替えを可能にするフレーム構造中の複数のＴＴＩのうちの１つである、
　　前記通知に少なくとも部分的に基づいて、前記設定可能ＴＴＩの間にアップリンク通
信を前記ネットワークエンティティに送信するための手段と
　を備える、ユーザ機器。
［Ｃ２８］
　送信するための前記手段が、前記設定可能ＴＴＩ中に前記アップリンク通信を制御デー
タとして前記ネットワークエンティティに送信する、Ｃ２７に記載のユーザ機器。
［Ｃ２９］
　ワイヤレスネットワークにおいて動的アップリンクおよびダウンリンク送信時間間隔（
ＴＴＩ）切替えを使用して通信するためのコンピュータ実行可能コードを備える、コンピ
ュータ可読記憶媒体であって、前記コードは、
　　設定可能ＴＴＩをダウンリンク通信からアップリンク通信に切り替えることの通知を
ネットワークエンティティから受信するためのコードと、ここにおいて、前記設定可能Ｔ
ＴＩが、フレーム内でダウンリンク通信とアップリンク通信との間の設定可能ＴＴＩの動
的切替えを可能にするフレーム構造中の複数のＴＴＩのうちの１つである、
　　前記通知に少なくとも部分的に基づいて、前記設定可能ＴＴＩの間にアップリンク通
信を前記ネットワークエンティティに送信するためのコードと
　を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ３０］
　送信するための前記コードが、前記設定可能ＴＴＩ中に前記アップリンク通信を制御デ
ータとして前記ネットワークエンティティに送信する、Ｃ２９に記載のコンピュータ可読
記憶媒体。



(39) JP 6469859 B2 2019.2.13

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(40) JP 6469859 B2 2019.2.13

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(41) JP 6469859 B2 2019.2.13

【図９】 【図１０】

【図１１】



(42) JP 6469859 B2 2019.2.13

10

20

30

40

フロントページの続き

(31)優先権主張番号  14/862,997
(32)優先日　　　　  平成27年9月23日(2015.9.23)
(33)優先権主張国　  米国(US)

早期審査対象出願

(72)発明者  マリック、シッダールタ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５、クゥアルコム・インコーポレイテッド気付
(72)発明者  ヨ、テサン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５、クゥアルコム・インコーポレイテッド気付
(72)発明者  ダムンジャノビック、ジェレナ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５、クゥアルコム・インコーポレイテッド気付
(72)発明者  ダムンジャノビック、アレクサンダー
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５、クゥアルコム・インコーポレイテッド気付
(72)発明者  チェンダマライ・カンナン、アルムガン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５、クゥアルコム・インコーポレイテッド気付
(72)発明者  ウェイ、ヨンビン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５、クゥアルコム・インコーポレイテッド気付
(72)発明者  マラディ、ダーガ・プラサド
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５、クゥアルコム・インコーポレイテッド気付

    審査官  伊東　和重

(56)参考文献  特表２０１４－５１７６５３（ＪＰ，Ａ）　　　
              韓国公開特許第１０－２０１３－０１２１７５２（ＫＲ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　　７／２４－７／２６　　　　
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００－９９／００
              ３ＧＰＰ　　　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１，４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

